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1.調 査研 究の概 要

1.1調 査 の 背 景 と 目 的

「地方 の 時代 」を標 榜 され る80年 代 に おい て は,地 方 が 政 治 ・経済 ・社会 等 各 方面 で漸 新 な役

割 を果 た して ゆ くこ とが 期 待 され て い る。 これ は,従 来の 都 市 集 中化 が手 詰 ま りの状 態 に 陥 ってい

る とい うこ とだけ で は な く,大 都 市 自体 が 飽和 状 態 を迎え,都 市再 開 発 とい う方策 は ある もの の,

今 後 は衛 星都 市 化 も含 め,人 口の地 方へ の 拡散,産 業 の地 方 的展 開が 必須 的事 項 に な って い る とい

う社会 的 要請 を反 映 して い る。

一 方
,近 年 の 情 報化 社 会 の 進展 の 中 で,行 政 体,企 業,各 種 団体 で は,機 械 化 を 積極 的 に導入 し

て,業 務 の合 理 化,効 率 化 に 力 を注 い で きてい る。 それ に伴 い,汎 用 コン ピュー タ,パ ソ コン,各

種OA機 器 な どが急 速 に普 及 ・浸 透 して きて お り,そ の発 達 の勢 い は組 織 体 だけ で は な く,個 人 の

レベ ル にま で至 って い る とい うの が 現状 で あ る。 情 報 化社 会 に あ って は,情 報 と通信 とが 融 合 した

形 で発 展 して きて お り,単 に ス タ ン ドア ロ ン的 に単 体 で機 能 す る もの か ら遠 隔地 間 の情 報伝 送 な ど,

通 信 の ネ ッ トワー ク化 が 特 に脚 光 を浴 びて くるの で ある。

そ こで,本 調 査 に おい て は,こ うした 状況 を背景 に,地 域 情報 ニー ズの 高 ま りを勘 案 し,地 方 の

情報 面 で の活 性 化 を促 進 す る ため に,地 域情 報拠 点 の 育成 の 必要 性 を認 識 した上 で調 査 を行 って き

た。

調 査 で は,西 日本 の そ れぞ れ の 地域 におけ る情 報拠 点 の あ り方 を探 る と と もに,そ の実 現 方法 を

検討 し,ひ い て は西 日本 地域 全 体 にわ た る広 範 な情 報化 の 展 開 に資す る こ とを 目的 としてい る。

,

,

1.2調 査 の 内 容

本 調査 は,西 日本 地 域 を対 象 に 昭和55年 度 よ り過 去3年 間,調 査 を行 って きた。 調査 の内 容 は

次 の とお りで あ る。

す な わ ち,昭 和55年 度 の 調 査 に おい ては,調 査対 象で あ る近 畿,中 風 四 国 の3地 域 に おけ る

情 報 流通 の 実状 を把握 し,そ れぞ れ の 地域 の 特徴 を 明 らか に した。 また,昭 和56年 度 調 査 にお い

ては,地 域 の情 報 化 の核 と して の地 域 情 報 セ ンターの 概 念 を示 し,さ らに広 島 を モデ ル と した 広 島

地 域 情 報拠 点構 想 を提 示 した。 そ して57年 度 は,さ らに この地 域情 報 セ ン ター構 想 を進 め る ため

に,ま ず,四 国 地 域 の情 報 環 境 の 実状 調査 を行 い,次 に ク リア リングデ ー タベ ースの構 築 を と りあ

げ,そ の基 本 設 計 を 行 った。

58年 度は,本 調査の第4年 目で あ り,か つ 最終 年度 で もあ る こ とか ら,こ れ ま での調 査結 果 を踏

まえ なが らデー タ交 換 ネ ッ トワー ク体制 の 形成 を図 るた め,大 阪通 商 産業 局 と(財)関 西 情 報 セ ン

ター間 で 実験 を行 い,併 せ て シス テ ム評価 も実 施 した。 な お,こ の シス テ ム評価 は,広 島,四 国の

両通 商 産 業局 で も行 った。

さ らに,ク リア リン グ情 報 の整 備 とい う観 点 か ら3通 商 産 業局 並 び に(財)関 西情 報 セ ン ター に

よる デー タ整備 を実 施 した。 そ の 上,将 来 の地域 情 報 セ ン ターの 発展 に向 け て今 後の 問題 点 を列 挙

し,構 想の 実 現 のた め の 手段 を示 した。

(1)



1.5推 進 体 制:',

本調 査 は,過 去3年 間 と同 様 に委 員 会構 成 を 採 り,「 西 日本地 域 情報 拠 点 形成 に 関す る調 査委 員

会 」を設置 して,基 本的 な研 究 の 方 向 を定 め,調 査 全 体 の検 討 を行 った。 ま た,具 体 的 な作 業は 委

員 を 中心 とす る ワー キ ング ・グ ルー プ形 式 で実 施 した。

一 方
,具 体 的 な調 査 の進 め 方 につ い て は,文 献 資料 のほ か,調 査項 目に応 じて,大 阪,広 島,四

国 の3通 商産 業局 の 情報 処 理 関 連業 務 関 係者 か らの ヒヤ リン グ も実 施 した 。

1.4検 討 経 過

委員 会 の審議 日程,専 門 委 員会 の検 討 日程 は,表1-1に 示す 通 りで あb,そ れ ぞれ 主 な検討 内

容 は表1-2に 示 す 通 りで ある。

なお,58年 度の調 査vak・け る成 果 物 は,本 調 査報 告 書 を 中心 に,簡 易型 デ ー タベー ス シス テムの

ヒヤ リング調 査票,及 び大 阪,広 島,四 国 の3通 商 産 業 局 で統 計書,報 告 書 を 中心 と して行 って き

た デー タ整 備 の台 帳 が あ る。

表1-1調 査 の経 過 日程

項
番

年度 昭 和58年 度

半期 1Q 2Q 3Q 4Q
項 目

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1' 2 3

1 地域委員会
(3回)

1st

↓

(5.18)

2nd

↓

(9.26)

3rd

↓

(12ユ61

2 専門委員会
(3回)

1st

↓

(8.5)

2nd

↓

(11.12)

3nd

↓

(129)

3 基本事項の検討 ` ,

4 ク リア リング
・デー タベー

スの 開発

○台帳 整備

○簡易型データ

ベースの改良

O大 型 デ ー タ

ベースの検討

oシ ステム評価

(方 法 の 検討,

実施,ま と

め)

( ,

、 '

4 ,

`、

1

5 データ交換ネ ッ

トワークの検討

( 7

6 報告書作成 ' ` ,

(2)



表1-2委 員 会審議 経過 内容'

項番 年 月 日 主 な 議 題 資 料 内 容

1 58.5.18 1.昭 和58年 度 活 動 計 画 1-1調 査研 究 の 目的

1-2調 査研 究 の テー マ

1-3昭 和57年 度 ま で の活 動 概要

1-4昭 和58年 度 活 動計 画

1-5昭 和58年 度 活 動 ス ケ ジ ュー ル

2 58,8.5 L昭 和58年 度活動計画

の具体化および今後の進

め方

2-1調 査 の概要

2-2作 業 内容

2-3台 帳 の保 管,交 換 の あ り方

2-4大 通 局 －KIIS間 の デー タ交 換 の

実 験 につ いて

2-5ア ル バ イ トの 手 当 て

2-6パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ(FM-8)

に よる簡 易型 デ ー タベー ス シス テ ム

(報 告 書 用)マ ニ ュア ル

3 58.9.26 1.台 帳 整 備,実 験 シス テ

ムの 中間 報 告 お よび 今後

の進 め 方

3-0第1回 地域 委 員会 議 事 録

3-1ク リア リン グデ ー タ ベー スの 開 発,

デ ー タ交換 ネ ッ トワー クの検 討,中

間 報告

4 58.11.12 1.台 帳 整備 お よび シス テ

ム評 価 の 進 め方

2.報 告 書 の ま とめ 方 の検

討

4-0第1回 専 門 委 員会 議 事録

4-1台 帳 整備 お よび シス テ ム評 価 の進

め 方

4-2報 告 書 のま とめ方(案)

5 58.12.9 1,実 験 シス テ ムの進 捗 報

告

2.報 告 書 の ま とめ方 の 検

討

5-0第2回 専 門 委員 会 議 事録

5-1実 験 システ ムの進 捗 状況

5-2報 告 書原 稿

6 58.12.16 1.実 験 シス テ ムの成 果 報

告

2.報 告 書 原稿 の 審議

6-0第2回 地 域委 員 会議 事 録

6-1実 験 システ ムの 成 果

6-2報 告 書原 稿

1.5報 告 書 の 構 成

報告 書 の構成 と して は,第1章 では西 日本 地 域の 情報 拠 点形 成 を 目指 して 本調 査 を進 め る に至 っ

た社 会 的背 景,目 的 及 び方 法 等 を説 明 してい る。 第2章 で は,調 査 の ペー ス とな る地 域 情報 セ ン タ

ー構 想 を提 示 し
,そ の概 念 と機 能 を 明 らか に し,そ の実 現へ の 第1歩 と して 簡 易型 デー タベー ス の

概 要 に 言及 してい る。 第3章 に おい て は,58年 度実施 したシ ステ ムの実 験 に つ い て述 べ,そ の シス

(3)



テム評 価 と して 行 った ヒヤ リン グ調 査 の 結果 を ま とめて い る。 第4章 では,ク リア リン グ情 報 に 関

す る ネ ッ トワー ク体 制 の 構 築 に向 け て,必 要 とな る事項 を提 示 してい る。 ま た,最 後の 第6章 では,

本調査の全般のまとめとして,地 域別席報拠点の形成およびあり方等について提言を行っている。

(4)



2.地 域 情 報 セ ンター の構 想 と機 能

2.1地 域 情 報 セ ン タ ー 構 想

西 日本 地 域 は,た だ単 に面積 的 に広 域 で あ る とい うば か りで な く,瀬 戸 内経 済 圏 を形 成 して 日本

経 済 の 中 で も中枢 的 地位 を 占めて い る な ど極 めて 重要 な役割 を果 た してい る。

そ の反 面,西 日本 地域 を構 成 す る近 畿,中 国,四 国の 各地 域 は,そ れ ぞ れが 地 理 的,社 会的 圏 域

を形成 して お り,必 ず しも同一 の 環境 下 に置 か れ てい るわけ で は ない。

そ こで,近 畿,中 国,四 国の3地 域 の 情報 化 を 進展 させ るた め には,各 地域 の 実状 に応 じた 方策

を講 じる必要 が あ る。 したが って,基 本 的 な考 え 方 と して,情 報処 理 はそ れぞ れ の地 域 で 行 うもの

とす る。 そ の ため,各 地 域 には情 報 核機 能 と して の地 域情 報 セ ンター の設立 が 必要 とな って くる。

地 域 情 報 セ ン ターは,地 域 内 ネ ッ トワー ク を形成 し,各 地 域 の情 報化 を 推進 す るた め の核 と して

位置 づ け られ る性格 の もので ある。 地域 情 報 セ ン ター 構想 の概 念 図(図2-1)に 示 され る よ うな

地域 情 報 セ ンター とサ プセ ン ター 群 の ネ ッ トワー クを 地域 情報 セ ン ター構 想 と名付 け てい る。

地 域情 報 セ ン ター と しては,① 公 共性,② 独立 採 算制,③ 先進性,を 有 した多様 な機 能,④ 適 度 な

設 備 とマ ン ・パ ワー を有 す る こと,な どを配慮 した ものに な って い る こ とが 望 ま しい。

地 域情 報 セ ン ター 構想 が具 体化 し,各 地域で醸成,充 実され れ ば,各 地域 の 有機 的 な 連携 が 図 られ,

有 益 な情 報 をネ ッ トワー ク網 で得 られ る体制 が 確 立 され る。

2.2地 域 情 報 セ ン タ ー 機 能

地 域 情 報 セ ンター の機 能 と して は,図2-1で も示 した よ うに,① ク リア リン グ機 能,② 情 報

流通 機 能,③ 情 報 加工 発 生機 能 の3つ の機 能 を想定 して い る。 段 階 的 には① → ② →③ の 順 で,よ り

高度 に発 展 してい くだろ う。

第1ス テ ップ と しての ク リア リング機 能は,地 域 情 報 セ ン ターの 最 も重要 か つ 基本 的機 能 と して

位 置 づ け られ る。 各 サ ブセ ン ターが 保 有す る情 報,生 成 す る情報 を把 握 し,情 報 所在 情報 と して提

供 す る こ とは,そ れ ぞれ の地 域 に おけ る情 報 集積,情 報 サー ビスの 第一 歩 で あろ う。 そ のた め には,

各サ ブセ ンター に おけ る情 報,資 料 の 整備 が 前提 条 件 とな る。 情 報発 生 源 に おい て,何 ら資料が 整

理 され なけ れ ば,そ こか ら生 まれ る情報 の 価 値は ほ とん どな くな って しま うと思 われ る。 そ れ故 ,

サ ブセ ン ター の 資料 整備 が 不十 分 な場 合,ま ず 資料 の整 備 を積 極 的 に推 進す べ きで ある。

第2ス テ ップ と して の情 報 流通 機 能は,ク リア リング機 能 の次 の段 階 の もの と して位 置 づ け られ

る。 これ は 各 サ ブセ ン ター が保 有,発 生 す る情 報 を地域 情 報 セ ン ター に おい て一 元 的 に管 理 し,流

通 させ よ うとい うもの で ある。

情報 サー ビス を実 施す るた め には,で きれ ば,こ の段 階 ま で地域 情 報 セ ン ター の機 能 を 高 めて お

くべ き で あろ う。 情 報利 用 の促 進 に おい て,情 報 の入 手 の簡 便 さ はや は り必要 不 可欠 な こ とと思 わ

れ るか らで ある。

第3ス テ ップ と しての 情 報加 工 発生 機 能は,地 域 情 報 セン ター のサ ー ビス と して も最 もハ イ レペ
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図2-1地 域情 報 セ ン ター構 想 の概 念

ル な もの と して 考 え られ る。

各 サ ブ セ ンター の情 報 の単 な る管理 か らさ らに一 歩進 み,総 合 的 な視 点か ら情 報 の 整理 を促 進 し,

新 た な情 報 と して 加工 す る こ とは,情 報 の よ り高 度 な利 用 を促す こ とが で きるだ ろ う。 さ らにデ ー

タベ ー スの 構 築は,情 報 の 体 系化 とい う点か ら大 きな 力 を発 揮す るで あ ろ うと考 え られ る。

い ずれ に して も,こ の 段 階 の サー ビスは,地 域 情 報 セ ンター の運 営 が相 当程 度,軌 道 に 乗 った 段

階 でな けれ ば 実施 す る こ とは むず か しい もの と思 われ る。 また,地 域 情報 セ ンター にそ れ だ け の技

術的 ノ ウハ ウの 蓄積 も必要 に な って くる。
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本 調 査 では ク リア リングサ ー ビスの 実施 を 目標 に 地域情 報 セ ン ター の運 用 体 制 につ いて も若干 検

討 して い る。

2.5ク リ ア リ ン グ デ ー タ ベ ー ス の 構 築

地 域情 報 セ ンター構 想 の 具 体化 を図 るため に,本 調査 では デ ー タベ ー ス を利 用 した ク リア リン グ

情 報 システ ム の構築 を考 え て い る。 デ ー タベニ ス とは複 数 の処 理 目的 に よ り共 有 され うる相互に関係

づけ られた冗 長 の少 ない デ ー タの集 ま りを い い,デ ー タを統 合化 し,一 元 化 した管理 を容 易 にす る。

(図2-2参 照)

⇒

(a)従 来 フ ァイルvak・け る処 理 中心 の概 念(b)デ ー タベー ス に おけ るデー タ中心 の 概 念

図2-2処 理 中心 か らデ ー タ中心 へ

「

大 量 の情 報 を迅 速 に 効率 よ く処理 するという点 からみれば 大型 コンピュー タに よる大型 デ ー タベー ス

の構 築が 理 想的 である。 しか しながら,大 型 コンピュータの運 用 については,ユ ー ザ側 で きめ 細か に と り

きめ を作 って体 制 を 整 えて い る とい うこ ともあ り,業 務 部門 内 外 で調 整 を要 す る な どむ ずか しい 点

が ある。

そ こで,最 近,日 進 月歩 で発 達す る技術 とそ れ に伴 う価 格 低 下 お よび普 及 度,操 作 性 な どか ら,

当面 パ ソコ ンに焦 点 を あて 簡 易 型 デー タベー ス シス テ ムの構 築 に 向け て研 究 しよ うと した。 パ ソ コ

ンが,大 型 コン ピュータと比 較 して優位な点 は日本語 情 報(漢 字)処 理が 大 変 簡単 に 行 え る とい うことで

あ る。 そ れ 故,本 調査 で も漢 字,英 数字,カ ナ で構成 され るデ ー タを取 り扱 ってい る。

一 方
,パ ソ コンに は メー カ間 での 互換 性 が 少 ない とい う難 点 が あ る。 この 点 を差 し引 いて も,パ

ソコ ンを利 用す る こ とに よって コン ピュー タ リー ダ ブル な形 で の情 報 流通 が フ ロ ッ ピー デ ィスク や

公 衆電 話 回 線 を介 して簡 単 に 行 え る ようにな って きた こ とは 注 目に値す る こ とで あ る。 そ の ため,

本 調査 では ク リア リング機 能 を備 え た地 域 情報 セ ン ター を考 え る第1ス テ ップと して,簡 易型 デー タ
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ベー スの 構 築 を検討 す る こ と と した の で ある。

当簡 易型 デー タベー ス は,漢 字 使 用の 情報 検 索 プ ログ ラムで あ るPARAM-Kf(高 電社 発 売)を

図書 検 索用 に改 良 した もの で あ る。 した が っ て,PARAM-Klが 有 して い る特徴 の 他 に,い くつ か

の機 能が 付 加 され てい るが,そ の 主 た る特徴 を示す と次 の よ う'になる と思 わ れ る。

①JIS第1水 準 の 漢字 が 使 用可 能 であ る。

②8イ ンチ フ ロ ッピー デ ィス クの 採用 に よ り,大 容量 の デー タ蓄 積 が可 能 で あ る。

③ デ ー タの入 力,検 索,更 新,修 正,印 刷 が 対 話型 でで き る。

④ キー ワー ドに よる高 速 検 索機 能 が付 加 され る。

⑤ 印刷 形 式 の複数 個 指 定 が 可能 で ある。

⑥ デ ー タへ の ランダ ム アク セ スが 可能 で ある。

⑦ ソー ト機能 が あ る。

⑧ デー タ チ ェ ック のた め の ダ ン プ機 能(漢 字,漢 字 コー ドー16進)が あ る。

以 上 の機 能 を有 した,ク リア リン グデー タベー スを構 築 して,次 章 で 述べ るデ ー タ交換 ネ ッ トワ

ー クの 実験 を行 った の で あ る
。
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3.パ ソ コ ンに よ る デ ー タ交 換 ネ ッ トワ ー ク とそ の評 価

5.1デ ー タ 交 換 ネ ッ トワ ー ク の 概 念

地 域 情報 セ ンター 機 能 の1つ に ク リア リング情報 提 供が あ る こ とは 前述 した とお りで ある。 本

機能 を 充 分に働 か せ るた め には,地 域 内 の ク リア リング情報 を地 域 に提 供す るだけ で な く,地 域外

の情 報 セ ンターが 持 つ ク リア リン グ情 報 の提 供 を も当然,行 わ ね ば な らな い。

また,地 域情 報 セ ン ターが 行 う情報 提 供 につい ては,そ れ ぞ れ の地 域 に 点在 す るで あろ うサ ブセ

ン ター に おい て も同 等 の機 能 を持 たせ る方が よ り効率 的 で あ ろ う。 す なわ ち,ユ ー ザ に と っ て は

最寄 の サ ブ セ ンター に行 くことにより,必 要 な情報 を得 る こ とが で きる こ とにな る。

そ の た めには,地 域情 報 セ ン ター 間,あ るいは 地域 情 報 セ ン ター とサ ブセ ン ター の間 に恒 常 的 な

デー タ交 換 体制 を構 築す る必 要 が あ る。 この 時,注 意 す べ き こ と と して,ど の よ うな方 法 に よる デ

ー タ交換 を行 うか とい う ことが あげ られ よ う
。 単 に台 帳 のみ に よる場 合,簡 易型 デー タベー ス を利

用 す る場 合,大 型 コン ピ ュー タに デ ー タベ ー スを構 築 す る場合 な どが 考 え られ よ う。

台 帳の み に よる場 合は,も っ と も単 純 な方法 で あ り,そ れぞ れ のサ プセ ン ター が整 備 す る台帳 を

地 域情 報 セ ンター に お い て集 約整 備 し,地 域情 報 セ ン ター間 で交 換 す れば よい。 この方法 で決 めて

おか ねば な らない こ とは,台 帳 の フォー マ ッ ト,更 新 期 間等 で あ ろ う。

大型 コンピュータにデータ!〉スを構 築 した場 合,問 題 は 少 し複 雑 に な る。 まず,端 末機 を どこま で設

置 す るか で あ る。 地域 情 報 セ ン ター の み に設置 す る場 合 もある だ ろ うし,サ ブ セ ンター に まで設 置

す る場 合 もあ るだ ろ う。 さ らに,ポ ー タブル端 末 を用 い る こ と も考 え られ る。 い ずれ に おい て も,

費 用 の問 題が ある。 も う1つ の問 題 点 と して,入 力を だれ が 実施 す る のか とい うことが指 摘 で き よ

う。すべての入力を大型 コン ピュー タのある地 域情報セ ンター で行 う方 法 と,そ れぞ れ の地 域情 報 セ ン タ

ー で入 力す る場 合 とが 考 え られ る(サ ブ セ ンター での入 力は デー タ保護 の 点か ら避け るべ きで あ る)
。

この場 合,入 力場 所 まで は,台 帳 の み の場 合 と同様 の 方法 で デー タが 収 集 され る。

簡 易 型 デー タベー スを 利 用す る場 合は,さ らに複 雑 に な る。 問 題 は大 き く2つ に分 け る ことが で

きるだろう。1つ は,大 型 コンピュー タの場 合にもあったが入 力を どこがす るか とい うことで ある。 そ し

て,も う1つ は シス テ ムの 問題 で ある。

まず,シ ステ ムの 問 題 で あ るが,次 の2つ の考 え 方が ある。

① サ ブセ ンター に すべ て 同等 の ソフ トを構築 し,そ の場 所 で検 索す る。 したが って,全 地域

の デー タが そ れぞ れ の サ ブ セ ンター に集 ま ってい なけれ ば な らない。

② そ れぞ れ の サ ブ セ ン ター に はそ れぞ れ の地 域の デ ー タが あ り,他 地 域 か らの検 索 も可 能 と

す る。 したが って,検 索時 は 個 々の パ ソ コン同 士が ホ ス ト←〉ター ミナ ルの 関係 を持つ。

本調査では,前 者の立場 で進 め よ うと してい る。 分 散処 理 の考 え 方か らすれ ば,後 者 の よ うな体 制

に なる こ とが よ り望 ま しい わけ で あるが,第1ス テ ップ と して 前 者か らス ター トす る もの で ある。

次 に,入 力 の 問題 で あ るが,サ ブセ ン ター で入 力 す るか,地 域 情報 セ ンター で入 力す るか とい う

ことに な ろ う。 サ ブ セ ン ター で入 力す る とす れば,地 域 情報 セ ン ター の 役割 は フ ロ ッピー デ ィス ク
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の デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ(デ ー タをFDで 交換 す る と して)に な る(図3-1)。 一 方,入 力 を地

域 情 報 セ ン ター です る こ と も考 え られ る。 しか し,今 後 サ ブ セ ンター と見 な され る組 織 に おい ては,

パ ソコ ン等 に よる管理 が 普 及す るで あ ろ うか ら,サ ブセ ン ター で の入 力 の 方が よ り効 率 的 で ある と

い うこ とは で きよ う。

この よ うに,FDを 用 い て の デー タ交換 を考 え た 時,機 種 の 相 違 に 伴 う互 換 性 の 問 題 が 発 生

す る。 現在 の パ ソコ ンで は,ほ とん どの場 合 機種 が 異 な る とそ のFDは 読 め な い。 また,場 合 に よ

っては5イ ンチ と8イ ンチ とい った 物 理 的 な違 い も あるか も しれ な い。 そ こで,互 換性 を持 った デ

ー タ交 換 の方 法 を考 え る必 要 が あ る。 本調 査 で は,こ の点 を確 か め るべ く実験 を行 い,デ ー タ交換

の 可能 性 を実 証 した。 この 点 につ いて は,次 節 に詳 述 す る。

他地域
×

」 `

',

q.

11ノ ↑・!

地 域 情 報 セ ン タ ー
'一 一し一_← 一さ一一－L- 、

,ノ ノ 、.`

入 鳳 ,̀入

1い ブセ・・一 川 サブセン・一
サ ブ セ ン ター1

図3-1デ ー タ交換 ネ ッ トワー クの概念

5.2デ ー タ 交 換 の 方 法 と 実 験 、

当該 地域 で構 築 した簡 易 型 デー タ ベー スの ク リア リング情 報 を如何 に して ス ムー ズ に各 地 域間 に

流 通 し,ま た,有 効 に活 用 す る こ とが 出来 るか を考 え た。

当面 対 象 に考 え て い る パ ソ コ ンを用 い た情 報 流 通体 制 では,情 報 の 交換 を考 え る必 要が ある。 そ

のデ ー タ交換 の 方法 と して は,フ ロ ソピー ・デ ィス ク を利用 す る方 法 と通信 回線 を利 用す る方 法 の

2通 りの方法 が考 え られ,本 調 査 で は両 睨み で検 討 し,実 験 を行 うこ と と した。

実 験 は,(財)関 西 情 報 セ ン ター と大 阪通 商 産業 局 との デー タ交換 を行 うもの で あ り,機 種,内 容

等 につ いて は 次の とお りで あ る。

(a)機 種
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●

財 関西 情報 セ ン ターFM-8(F-・BASIC)

大 阪通 商 産業 局IF-800モ デル30(CP/M)

(b)デ ー タの内 容

デー タの 中味 は,次 の とお りで あ り,実 験 デー タと して 入 力 した。

① 文 献検 索 の ため の プ ログ ラム

② 文 献 デー タ(漢 字 デー タ)

(c)デ ー タ交 換 の 方式

① フ ォー マ ッ トの 異 な る機 種 間 での デ ー タ交換 を行 うた め に,IBM7ォ ー マ ッ トの フ ロ ッピ

ー ・デ ィス クを 介 す る方法 。

② 音 響 カ プ ラー を利用 す る こ とに より,公 衆 電話 回線 を介す る方 法。

上 記の2方 式 に よる実験 の概 要 と結果 は以下 の とお りで あ る。

(1)フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク を利 用 した実験

この方 法 は,フ ォー マ ッ トの異 なる機 種 間 での デー タ交換 をIBMフ ォ ー マッ トの フ ロ ッ

ピー ・デ ィス ク を介 す る ことに よ り可能 と した もの で ある。(図3-2)

Q
●一ーー

コ ン

大 阪通 商 産業 局

(IF-800)

_,厨_,
IBMフ ォーマ ットFD (財)関 西 情 報センター

(FM-8)

図3-2フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク を 利 用 す る方 法

フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク には,そ の大 きさ,使 用 面 の違 い,ト ラ ック数,セ ク ター数 及 び セ

ク ター長 等 の規 格 が あ る。 一 般 に これ らの規格 が 同一 で も機 種 が異 な る場 合は,文 字 コー ド

の体 系(JISコ ー ド,EBCDECコ ー ド等),DOS(デ ィス ク ・オ ペ レー テ ィング ・シス テ

ム)に よる フ ァイル 管理 の方 法 等 の違 いか ら内部 フ ォー マ ッ トが異 な り,互 換 性 が ない。 し

か し,8イ ンチ ・フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク を利 用す る場 合 は,IBMフ ォー マ ッ トに 変換 し,デ

ー タ 交 換 を 行 って い るのが 普 通 とな ってい る
。

IBMフ ォー マ ッ トは,IBMが1972年 に発表 し た フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク装置 を採 用 し

たIBM3740デ ー タ ・エ ン トリー シス テ ムに 用い られ 始 め た。 これ は,従 来 の パ ンチ ・カー

ドに よるデ ー タ作 成 の イ メー ジを全 く変 え た もの で あ った。

そ の後,IBMは 光 学 式 文字 読 み取 り装置,デ ー タ通 信 シス テ ム等 に この フ ロ ッピー ・デ ィ

ス ク装置 を実装 した 製 品 を発 表 した。 他 の周 辺機 器 メー カも フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ スク装置 の

開発 に着 手 したが,市 場 の ニー スはIBM製 品 との互 換性 を強 く要 望 した た め,IBMフ ォー

マ ッ トの もの とな って い った 。,
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この よ うに して,デ ー タ ・エ ン トリー用 と して 開発 され,汎 用機 を中心 と して使用 され た

フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク もそ の信 頼性 が 確認 され るにつ れ,フ ァ イル と して も使 用 され,フ ロ

ッ ピー ・デ ィ ス ク 装 置 を 低 価 格 ラ ン ダ ム ア ク セ ス 記 憶 装 置 と して,オ フ ィス ・コン ピ

ュー タ,イ ンテ リジ ェン ト ・ター ミナル,マ イ コ ン及 び ミニ コ ン 等,種 々の分 野 に幅広 く

普及 してい った の で あ る。 そ の 後,フ ロッ ピー ・デ ィス クの 記 憶容 量 を増 大 させ る要 求が あ

り,IBMは,同 じ8イ ンチで両面,さ らに両 面 倍密 度(IBM3741型 で使 用)の フロッピL-・

デ ィスク装 置 を発 表,他 の メ ー カ も 追 随 し,技 術 の進 歩 に よ り高 密度 の 記 憶が 可能 な径 の

小 さい フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク を開 発 し,現 在 に至 って い る。

現 在,8イ ンチ,フ ロ ッピー ・デ ィス クの 主流 は,両 面 倍 密度(IBM3741型)で あ り,

77ト ラ ック,26セ ク ター/ト ラ ック,256バ イ ト/セ ク ターの 規 格 を使 用 してい る。

IBMフ ォー マ ッ トに よる フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク をパ ソ コ ン,ミ ニ コ ン等 の フ ァイル と して

使用 す る場 合,次 の よ うな 欠点 が あ る。

① 基本 的 に シー ケ ン シ ャル ・フ ァイル で あ り,一 度 作 成 した フ ァイル の容 量 を拡張 す る ご

とが 難 しい。

② 固定 長 が 基本 に な って い るの で,無 駄 が 生 じ,可 変長 の レ コー ドを扱 うことが難 しい 。

③ 複数 セ ク ター ・ア クセ ス(ス キ ュー)の 方式 を と ってい る フ ォー マ ッ トと比較 して 時間

が か か る。

④ 他 の フォー マ ッ トに比べ,フ ァイル の収 容数 が 少 ない 。

(片 面 単 密度19,両 面倍 密 度71)

上 記 の 問題 解決 のた め,フ ァイル と して フロ ッピー ・デ ィス クを使 用す る場 合 よ り使 い や

す い フ ォー マ ッ トを 各 メ ー カ が 独 自仕 様 で考案 した。 そ れ 故,メ ー カ 毎 に 内 部 フォー マ

ッ トの 違 いが 生 じた もの で ある。

しか し,8イ ンチ のIBMフ ォー マ ッ トは汎 用機 を 中心 と して使 用 され た 歴史 的 経 緯 か ら

利用 範 囲が 多 い。

Oフ ロ ッ ピー ・デ ィス ク に よるデー タ交 換 の実 験 結果

デ ー タ交換 の 実 験 は 次 の とお り行 った。

①FM-8を 利 用 し,FM-8用 の フォー マ ッ トか らIBMフ ォー マ ッ トへ変 換 した。

② 変 換 後 の フ ロ ッ ピー ・デ ィス クをIF-800で 利 用,IBMフ ォー マ ッ トの デー タをIF

-800用(CP/M)の フォー マ ッ トに変換 した 後,そ の 結果 を確 か めた。

実験 の 結果 は,概 ね 成 功 で あ ったが,次 の よ うな問題 が 若 午 残 ってい る。

(a)IBMフ ォー マ ッ トは,汎 用 機 を 中心 に 利用 され た もの で あ るか らEBCDECコ ー ド体系 を

使 用 してい るが,パ ー ソナ ル ・コン ビ=一 夕は,ほ とん どの機 種 でASCIIな い しJISコ ー

ド体 系 を用 い てい る。 ま た,EBCDECコ ー ドは 標 準 の もの の 他,カ ナ文 字 対応,英 小 文字

対 応 等,数 種 類存 在 して い る。

した が って,EBCDECコ ー ドを介 して数 字 あるい は 英 大文 字 以外 の 文字 の デ ー タを交 換す
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る際 には,JIS→EBCDEC,EBCDEC→JISの コー ド変換 の対 応 を確 実 に行 う必要 が あ

る。

今 回 は,IBMフ ォー マ ッ トの フ ロッ ピー ・デ ィス ク上 の デ ー タをIF-800用 の もの に変

換す る場 合,変 換 プ ログ ラムのEBCDEC→JISコ ー ドへ の 変換 の対 応 テー ブ ルを一 部 変 更

す る必要 が あ った。

(b)固 定 長(256バ イ ト)でJISコ ー ドのま まIBMフ ォー マ ッ トに した もの をIF-800用

の フォー マ ッ トに変 換 した 場 合,問 題 は なか った が,可 変長 デー タ ・フ ァイル(具 体 的に は

BASICの プ ログ ラム ・フ ァイル)をEBCDECコ ー ドに変 換 したIBMフ ォーマ ッ トか らIF

-800用 の フ ォー マ ッ トに変 換 を 行 った 場合,変 換 す る こ とは 出来 た が,変 換 前は,も との

FM-8用 の フ ァイル と同 じイメー ジには な らなか った。

これ は,FM-8用 の フ ォー マ ッ トか らIBMフ ォー マ ッ トに変 換 す る場 合,可 変長 デー タ

の論理 レコー ドと論 理 レ コー ドの 区 切 り以外 に,余 分 な区 切 りの 文字 コー ドが 付 加 され た こ

とが 原因 と思わ れ る。

付 加 され た文 字 の種 類 は 次 の とお りで ある。

① フ ァイル の先 頭 に,Zバ イ ト(CHRS(&HD)+CHRS(&H19))文 字が 付 加 され て い

る。

②(a)で 述 べ た こ と と関 係 が あるが,IF-800の 論 理 レ コー ドと論 理 レ コー ドの 区切 りは

復 帰,改 行 文字(CHRS(&HD)+CHRS(&HA))で な い といけ ない が,変 換 した もの は

CHRS(&HD)+CHRS(&H19)と な って い た。
　

③FM-8の フォー マ ッ トか らIBMフ ォー マ ッ トに変換 す る場 合,物 理 的 なセ ク ター か らセ

ク ターへ の 変 わ り目で,復 帰 ・改行 文 字(CHRS(&HD)+CHRS(&HA))が 付 加 され て

1つ の論 理 レコー ドが2つ に区 切 られ た。

④ ② と③ の状 態が 重 な って起 きて い る場 合,す なわ ち,論 理 レ コー ドの区 切 りとセ ク ター

の 区切 りが 重 な ってい る場 合,そ の区 切 りの文字 コー ドが一 部 分不 規 則 に並 ん で いた。

以上 の 点 を考 慮 して,IBMフ ォー マ ッ トか らIF-800用 に変 換 した もの を さ らに 変 換

す るBASICの プ ログ ラムを 開発 した。

そ の リス トを次 に示 す。(表3-1)

これ に より,一 応 うま く読 み 出せ る よ うに な った。

(c)整 数,単 精 度数 及 び倍 精度 数 等 の数 値 デー タをそれ ぞ42バ イ ト,4バ イ ト及 び8バ イ ト

等,内 部 表現 の ま ま変 換 した文 字 列で 交換 す る場 合,ま た,漢 字 デー タを交 換 す る場 合,機

種 に よって 同 じ値 で も,そ の 内部 表現 が 異 な るの でBASIC等 の プ ログ ラム移植 に 対 して 考

慮 す る必 要が ある。
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(2)公 衆電 話 回 線 を利用 した実験

この 方法 は,音 響 カ プ ラー を用 い電 話 回線 を 通 じて,FM-8とIF-800間 の デ ー タ及 び

プ ログ ラムの転 送 を行 った もの で あ る。(図3-3)

大 阪 通 商 産業 局(IF-800)

音 響 カプラー

(財)関 西情 報 センター(FM-8)

図3-3公 衆電話回線を利用する方法

r

－ 般 に パ ソコ ン等 の デ ー タ転送 方法 には シ リアル(直 列)転 送 とパ ラ レル(並 列)転 送が

あ る。

シ リア ル転 送 は通 信 回線 が 上 り下 り1組 の チ ャンネ ル ですみ,信 号 の干 渉 が生 じる可 能 性

も少 なh。 一 方,た とえば デ ー タが8ビ ッ ト/1バ イ トで構成 され て い る と きに要 す る時 間

は単 純 に デー タだけ を考 え て もパ ラ レル転 送 では シ ・リアル 転送 の%で すむ。また コンピュータ内

部で処理され てい るパ ラ レル 信号 を シ リア ル信 号 に 変え るた めの変 換 回路 も必要 ない。 しか し

なが ら,設 置 場 所 の変 更 や 距離 に 自由度 を持 たせ た よ うな コ ン ピ ュ ー タ通 信 を行 う場 合 な

どでは,デ ー タ通 信 を通 信 回線 な ど で 行 わ な け れ ば な らないの で,ど うして も シ リアル 転

送 と な る。

なk・,現 在 市 販 され て い る パー ソナ ル コ ン ピ ュー タの シ リア ル1/0ポ ー トは,す べ てRS

232Cコ ンパチブルの 仕様 とな って い る とい っ て も過 言 では ない。

この シ リアル ・イ ン ター フ ェイス の代 名 詞 の よ うな存 在 とな ってい るRS232Cは ,本来 米

国EIA(ElectronicIndustriesAssociation)の 標 準 化規 約 の1つ であ り,CCI-

TT,JISで も コンパ チブル な規 約 を定 め てい る。

しか し,IF-800とFM-8で は ピン配置 が 次 表 の様 に異 な ってい る。
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表3-2RS232Cの ピ ン配 置図

ピンNα FM-8 IF-800

1 フ レー ム グ ラ ン ド 同左

2 送 信 デ ー タ 同左

3 受 信 デ ー タ 同左

4 送 信 要 求 デー タセ ッ ト準備

5 送 信 許 可 デー タ端末 レデ ィ

6 デー タセ ッ ト準備 送信要求

7 信 号 グ ラ ン ド 同左

8 キ ャ リ ア 検 出 一(未 使用)

20 デー タ端 末 レデ ィ 送信許可

RS232Cな どの ハー ドウ ェア的 な プ ロ トコル以 外 に デー タを どの よ うな形 式 で送 るか と

い うデー タ転送 形 式 を決 め なけ れ ば な らない。

基 本 的 には 次 の よ うな ものが あ る。

① デー タ転 送 速度

パ ソコンの 場合 は,110・v9600ボ ー 程度 を選択 で きるが,後 述す る音 響 カ プ ラー を 用

い た通 信 の場 合,300又 は1200ボ ー が用 い られ る。

Baud(71kL):デ ー タを送 る速 さ の事 で あ り,1秒 間 に転 送 で き るbit数

② 全二 重,半 二 重 通信

デー タの 送 受信 が複 線 で 行 わ れ る か,あ るい は単 線 で 行 わ れ る か の 違 い であ る。 全

二 重 通 信で は,双 方 向の 通 信が 同時 に 行え る。

③ デー タ ・ビ ッ ト数

1個 の デー タを扱 うた めに何 ビ ッ ト必要 か とい う ビ ッ ト数 の こ とで あ る。 通 常 パ ソコ

ンで は8ビ ッ ト又 は7ビ ッ トを 用い る。

④ ス トップ ・ビ ッ ト数

各デ ー タ毎の 区 切 りと して用 い る ス トップエ レメ ン トに用 い られ る ビ ッ ト数 で あ る。 ス

トップ エ レメ ン トとは,デ ー タ とデ ー タの間 に入れてデー タ とデー タを区 別す る もの で あ り,

1ビ ッ ト,1.5ビ ッ ト,2ビ ッ トの3種 類 あ る。

⑤ パ リテ ィ ・ビ ッ ト

デ ー タが正 し く転 送 され たか を チ ェ ックす る方 法 で あ る。 この ビ ッ トを立 て た り立 て な

か った りす る こ とで,つ ま り"デ ー タ"の"1"が 立 って い る ビ ッ トが偶 数 が奇 数 か にそ

ろ えて,転 送 ミス を見つ け 出す こ とが で きる。

パ リテ ィ ・チ ェ ックには 奇 数 パ リテ ィと偶 数 パ リテ ィが あ る。
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(例)デ ー タ構 造(デ ー タ ・ ビ ッ ト8,パ リテ ィあ り,ス ト ッ プ ・ ビ ッ ト1の 場 合)

1 2 3 4 5 6 7 8

,

9 10 11

一
スター トビット デー タビット(8bit)パ リティ ス トップ

ビット ビット

音 響 カ プ ラー とは 一

公衆 電 話 回線 を用 い て デー タを送 るた め の装置 で あ り,電 気的 なデ ー タ信号 と可聴 周 波

数 信号 を相 互 変 換す る装 置 で あ り,電 話機 の 送 ・受 話機 を用 いて デ ー タ伝 送 で きる。 結 合

はRS232Cイ ン ター フ ェイス を用 いて 行 う。 伝 送 速度 は300ボ ー 又 は1200ボ ー が 用

い られ る。

O電 話 回線 を利 用 して行 うデー タ転送 の実 験 結果

デー タ転 送 の実 験 結 果 は 次 の とお りで あ る。

音 響 カ プ ラー を利 用 し,内 線 電 話,あ るい は外 線 を通 じて次 の よ うに 実験 を行 った。

手順は,TTY手 順(フ リー ライ ン),転 送速 度は300bpl/s,ス トップ ビ ッ ト1で 次 の4つ

の場合 につ いて 転 送 を行 うた。

① 転 送 ビ ッ ト数8ビ ッ ト パ リテ ィ ビ ッ トな し

② 〃8ビ ッ ト 〃 あ り

③ 〃7ビ ッ ト 〃 な し

④ 〃7ビ ッ ト 〃 あ り

く各手 順 の結 果 〉

①8ビ ッ ト ・パ リテ ィな しの場 合,デ ー タの転 送は 双方 とも概 ね うま くい った。

②8ビ ッ ト ・パ リテ ィあ りの場 合,デ ー タの転 送はFM-8→IF-800は うま くい った が,

IF-800→FM-8は,ほ とん どの文 字 がtt?"等 に文 字 化け した り,文 字 の付 加 が生 じた。

③7ビ ッ ト ・パ リテ ィな しの場 合,FM-8→IF-800は 特 に特 殊 文字 コー ドの 部 分で 文字

化 け,文 字 の 付加 等 が 生 じた。 また,IF-800→FM-8は,8ビ ッ ト ・パ リテ ィあ りの場

合 と同様 の 異 常が 発 生 した。

④7ビ ッ ト・パ リテ ィありの場 合,FM-8→IF-800は カナ文 字 側 へ の シ フ ト・イ ンお よび

シ フ ト ・ア ウ ト文 字 が 転 送 され ない た め に,カ ナ文字 側 の文字 が正 常 に転 送 され な い点 を除

き う ま くい った。IF-800→FM-8はFM-8側 で 受信 した時 に,パ リテ ィビ ッ トがパ リテ

ィと して働 か ず,8ビ ッ トで1文 字 を構 成 す る うちの1ビ ッ トの情 報 と して働 いて しま うた

め,パ リテ ィビ ッ トが0の 時 は うま く転 送 で き るが,パ リテ ィ ビ ッ トが1の ときは 文字 化 け

が起 こ った。

この場 合,IF-800側 は,シ フ ト・イ ン,シ フ ト・ア ウ トの制 御,お よびパ リテ ィの扱
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い をCP/Mが 自動 的 に 行 うので 問題 はな いが,FM-8側 は,送 信 ・受信 と もシ フ ト・イ ン,

シ フ ト・ア ウ トの制 御 お よびパ リテ ィの扱 いを通 信 の ソ フ トウ ェア上 で考 慮 す る必要 が あ る

と思 われ る。

以上 を ま とめ る と8ビ ッ ト・パ リテ ィな しの場 合 は正 常 に転 送 で き,7ビ ッ ト・パ リテ ィあ り

の場 合 はFM-8側 の ソフ トウ ェア に若干 の問題 が 残 った。 他 の場合 は,う ま くい か なか った。

正 常 に転 送 で きた8ビ ッ ト・パ リテ ィな しの場 合 の問題 点 は次 の とお りで あ る。

① 雑音 対 策

IF-800か らFM-8へ 転 送す る場 合 に 文字 化 けが 発生 した 。そ の原 因 と しては,双 方共 に

電 話交 換機 を通 して行 った た め,ま た音 響 カ プ ラー と電 話の 受 話機 とのす き間 のために,よ り雑

音 が入 り,そ れ を 受信 した こ と等 が考 え られ る。 な お,発 生 頻 度 は数 百 字 に1字 程 度 で ある。

② 通信 ソ フ トの 改 良

当初,こ の 実験 の通 信 ソ フ トは,デ ー タの転 送 を行単 位 で行 って いた。 そ の た めか,転 送 開

始 時に 先頭 の1～2バ イ トに異 常 デ ー タが付 加 され た り,特 殊 文字 コー ドを含 む デー タ,あ る

い は固 定長 デー タの よ うに 復帰,改 行 文 字 で レ コー ドを 区切 って ない デ ー タ を転 送 す る場 合 に

は,文 字 落 ちが発 生 した。 そ こで,特 殊 文字 を 含み,1文 字 ず つ転 送 す る よ うに通 信 ソフ トの

改 良を 行 った が,こ れ に よ り うま く転 送 で きる よ うに な った。

この 時の プ ログ ラムの一 例 を以下 に あげ る。(表3-3,表3-4)

表3-31F-800の プ ロ グ ラ ム

LZOT

:'受 ・憶Progrem

lOl:LE合R:DEFINτA-Z:GOTO

:0ε3・1NPU了8(t,1):PRINT

2101riPUT・OUTPUTF1しE

2200PEt」 ・'con1:3N81!DN・

2300PεNFF宝FOROUTPUT

260lFしOC(1)THεN60SUe

Ok

u3了

1'

210

02.93;:PRIriT85;:RETURN

・
.FFS

As31

R:笥2

2う εLSE260

送`雲Pro9'痴 情

10CLEAR:DEFIN,TA-Z:50TO:10

2ce工 阜INPUT$(1.1}:PRiNTBS;:RETURN

2101NPUτ ・'lNPUτrlLE・.FF;

2200PEN■cott1:3}↓O:,'Det丙A321

2300PE卜 ↓FF$FORl}↓PUTA:83

2401FEOF(3)THENCLO:ε:£nD

250n$口|P{PU了 名(1.3,:PRIN了21.A工;:PRIttτ

2らOWH1し εLO,:(1)

27060こUO20

230帖E閥O:60TO240

0k

A9;:PβUCε.1
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表3-4FM-8の プ ロ グ ラ ム

10.it宮 室竃 ソウツシP'oq.8京 コ8tt

2q'

sclNPUT"INPUTFILENAME?",A⑨

400PEN"1・ ㌧ 鈴1
,A令5

00PEN"0",特2,"COMO:S8Nl"

551FEOF(1}ロ ー1THEN'100

60B令 ロINPUT9《1
,特t》

70PRINT鯵2
,BS;

75PRINTB93

80GO了0己!5

110END

10,83禽 オ倉 シ・ユシンP'ご9 .倉 ⇔2⇔
20.

茸8;::9T・ ・69V:yl.FrしENAM∈?"・AS
500PEN・1" ,鯵2,・ ・COHOまSgN1.
551FEOF《2,■-1THEN5巴

60B宙 ロINPUT・q
,特2).70PR

INT鋒 ユ,B9;
'75PRINTBS

;
80GOTO巴5

100CLOSE

llOEND

5.5情 報 流 通 の 評 価

3.5.1実 験 に よ る評 価

近 畿地 域 に おい ては,大 阪通 商 産 業局 と(財)関 西 情 報 セ ン ター に あ るパ ソ コンを相 互 に 接

続 す る こ とに よって デー タ交 換 を行 い,そ の後,そ れぞ れ の 箇所 で デー タ検 索の デ モ を実 施 し

た。 これ を今,実 験 シス テ ム と呼ぶ ことにす るが,こ の実 験 シス テム を情 報処 理 関 連部 門の 人

々に実 際 に見 て も ら うこ とに よって,西 日本 地 域 と して4年 間検 討 して きた情 報 拠点 形 成 に対

して,そ の足 掛 か りとな る実 験 シス テ ムを ヒヤ リングにiより評 価 し よ うと した もの で あ る。

実 験 シス テ ムでは,コ ー ド,キ ー ワー ド,統 計書 名,統 計 名,発 行年,対 象年,発 行 所,保

管場 所 の8項 目の 何れ か らで も求 め る デー タを検 索 す る こ とが 可能 であ る。(キ ー ワー ドにつ

い て は表3-5,表3-6参 照)

なお,デ モ を行 うに あた っては,大 阪,広 島,四 国の 各通 商 産業 局並 びに(財)関 西 情報 セ

ン ター で整備 した デー タ(詳 細 は4.1に 記 述)を パ ソコ ンに機 械 入 力 し,次 の ス トー リー に 沿

う形 で進 め た。

(1・9)



表3-5報 告 書 類 キー ワー ド表

本 キ ー ワー ドは,ク リア リン グデ ー タベ ー スで は対 象分 野 と して,簡 易型 デ ー タベ ー スで

はキ]ワ ー ドと して 使 用 され るもの で あ る。

ア 政 治 ・ 法 律

略 号 分 野 名 内 容

ア01 政 治 学 政 治 学,政 治 思 想

ア02 政 党 政 党,政 治 結 社

ア03 行 政 行 政

ア04 地 方 自治 地 方 自治.地 方 行 政

ア05 国 際 問題 外 交,国 際 問 題

ア06 法.律 法律

ア07 憲 法 憲 法

ア99 そ の他(政) そ の他 の政 治,法 律 問題

イ 経 済 ・ 財 政

略 号 分 野 名 内 容

イ01 経 済 学 経 済 学,経 済 理 論

イ02 経済 政策 経済政 策

イ03 国際 経済 国 際経済

イ04 経済 予測 経済予測

イ05 経済 手法 経 済手 法

イ06 人 口 資 源 人 口,土 地,資 源 問 題

イ07 物 価 貨 幣,物 価,景 気

イ08 財 政 学 財政学

イ09 財政政策 財政政策

イ10 地 方 財政 地 方 財 政

イ11 地域経済 地 域 経 済,地 場 産 業

イ99 その 他(経) そ の他 の 経 済,財 政 問 題
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ウ 社 会

略 号 分 野 名 内 容

ウ01 社 会 学 社会学

ウ02 社会政策 社 会政策

ウ03 消 費 者 生 活,消 費 者 問題

ウ04 労 働 問題 労 働 経 済,労 働 問題

ウ05 社会福祉 社会福祉

ウ06 教 育 問題 教 育問題

ウ07 風 俗 風 俗,習 慣,民 俗

ウ08 国 防 国 防,軍 事

ウ99 その 他(社) そ の他 の社 会 問 題

工 自然科 学

略 号 分 野 名 内 容

エ01 数 学 数 学

工02 物 理 学 物 理学

エ03 化 学
'

化 学

工04 天 文 学 天 文 学,宇 宙科 学

エ05 地球科学 地 球 科 学,地 学,地 質 学

工06 生物科学 生 物 科 学,一 般 生物 学

工07 植 物 学 植物学

エ08 動 物 学 動 物学

エ09 医 学 医 学,医 療

エ10 統 計 学 統 計 学.統 計利 用

工99 そ の他(科) そ の他 の 自然 科学

オ 都 市,地 域,環 境 問 題

略 号 分 野 名 内 容

オ01 地 域 計 画 地 域 計 画,都 市計 画

オ02 交 通 問 題 交 通 問 題,交 通 政 策

オ03 道 路 問 題 道 路 問 題

オ04 輸 送 問題 輸 送 問 題(陸 運,海 運,航 空 運 送)
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略 号 分 野 名 内 容

オ05 鉄道問題 鉄道問題

オ06 空港問題 、 空 港 問 題

オ07 水 道 上 水 道,中 水 道,下 水 道,水 処 理,水 資 源

オ08 廃 棄 物 廃 棄物問題

オ09 大 気 汚染' 大気汚染

オ10 水質 汚濁 水 質汚濁

オ11 土壌汚染 土壌 汚染

オ12 騒 音振動 騒 音,'振 動,地 盤 沈 下

オ13 ア セ ス 環 境 ア セ ス メ ン ト

オ14 環 境保 全 環 境保 全,自 然 保 護

オ ユ5 地 域振興 地 域振 興

オ16 地 域政策 地 域政策

オ17. エ ネル ギ ー エ ネ ル ギ ー 問 題

オ18 環境問題 環 境,公 害 問 題

オ99' そ の他(地) そ の他 の 都 市 地 域 環境 問 題

力 工 学

略 号 分 野 名 内 容

カ01 道 路工 学 道路工学

カ02 橋'梁 工 学 橋 梁工 学

カ03 河川海岸 河 川,海 岸 工 学

カ04 土 木 工 学 その 他 の 土木 工 学

カ05 建 築 学 建 築 学

力06 機械工学 機械工学

カ07 電気工学 電気工学

カ08 電 子 工 学 電子工学

カ09 海 洋 工学 海 洋,船 舶 工 学

カ10 鉱 山 工 学 金 属,鉱 山工 学

カ11 化 学 工 業 化 学 工 業

カ12 製造工業 製造工業

カ99 そ の他(工) そ の他 の 工 学 的 問 題
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キ 情 報 通 信

路 号 分 野 名 内 容

キ01 情 報 工 学 情 報 理論,情 報 工 学

キ02 情報産業 情報産業

キ03 情 報 管 理 情 報 管理

キ04 デ ー タ デ ー タ 処 理,デ 一 夕 ベ ー ス

キ05 シ ス分 析 シ ス テ ム 分 析

キ06 計 算 機 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

キ07 言 語 コ ン ピ ュ ー タ 言 語:プ ロ グ ラ ム

キ08 通 信政策 通信政策

キ09 放送事業 放送 事業

キ10 通信工 学 通 信主学

キ11 情 報 シ 情 報 シ ス テ ム

キ12 情報政策 情報政策

キ13 モ デ ル シ ミュ レー シ ョンモデ ル,シ ミュ レーシ ョン シス テ ム 等

キ99 そ の他(情) そ の 他の 情 報 通 信 問 題

ク 産 業 ・商 業

略 号 分 野 名 内 容

ク01 産業政 策 産業政策

ク02 産業立地 産 業立地

ク03 商業政 策 商業政策

ク04 市 、 場 マ ー ケ テ ィ ン グ

ク05 貿 易 貿 易

ク06 企業 関連 企 業 関 連

ク07 経営 関連 経営 関連

ク99 そ の他(産) そ の他 の産 業 商業 問題

ケ そ の他

略 号 分 野 名 内 容

ケ01 生活科学 家政 学,生 活科 学

ケ02 農林水産 農林水産 畜産業

ケ99 そ の 他 その 他
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表3-6統 計表 類 キー ワ ー ド表

本 キ ーワー ドは,ク リア リング デ ー タベ ー スでは対 象 分野 と して,簡 易型 デ ー タベ ー スで

は,キ ー ワー ドと して使 用 され る もので あ る。

ア 人 口

略 号 分 野 名 内 容

ア01 人 口 各 種 人 口に 関 す る もの

ア02 世 帯 数 世 帯 数,世 帯 人員 等

ア03 人 口密 度 人 口密 度

ア04 流動 人 口 流 動 人 口,転 出 入 人 口,人 口 動 態 な ～

ア05 昼 間 人 ロ 昼 間 人 口

ア06 就業者数 各種就業者数

ア99 そ の 他(人 口) そ の他 人 口 に関 す る もの

イ 土地 等

略 号 分 野 名 内 容

イ01 土 地 面 積,河 川.山 笠

イ02 気 象 気 温,降 水 量等

イ99 そ の 他(土)' そ の他 の土 地,気 象 に 関 す る もの

ウ 農 林 水 産 業

略 号 分 野 名 内 容

ウ01 農 業 農 業 に関 す るもの

ウ02 林 業 林 業 に 関す る もの

ウ03 水 産 業 水 産 業 に関 す る もの

工 事 業 所

内 容略 号 分 野 名

工01 事業 所数(事) 各種事業所数

エ02 従業 者数(事) 各種従業者数

工99 その 他(事) その他 の事 業 所 関 連
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オ 製造 業

略 号 分 野 名 内 容

オ01 事 業所数(製) 各種事業所数

オ02 出 荷 額 出 荷 額,生 産額,生 産 量 等

オ03 従 業 者数(製) 各種従業 者数

オ04 生産 指数 各種 生産 指数

オ99 そ の 他 その 他 の 製 造 業 に 関 す る もの

力 生 活 関 連

略 号 分 野 名 内 容

カ01 建 設 着工 建築物等 建設関連

カ02 住 宅 住 宅 関 連

カ03 電 気 電 力 量等 電 気 関 連

カ04 ガ ス ガ ス,LPG,LNG等

カ05 水 道 上 水,下 水等

カ99 そ の他(生) そ の他 の 生 活 関 連

キ 運 輸 ・通 信

略 号 分 野 名 内 容

キ01 道 路 道 路,橋 梁 等

キ.02 輸 送 貨 物 輸 送,輸 送 人 員等

キ03 交 通 量 各種交通量

キ04 自 動 車 数 各 種 自動 車 数

キ05 郵 便 郵便 関連

キ06 電 話 電 話 関連

キ07 そ の他(運) そ の他 の運 輸 関連

キ99 そ の他(通) そ の他 の通 信 関連

ク 商 業

略 号 分 野 名 内 容

ク01 商 店 数 各種商店数

ク02 従 業 者 数(商) 各種従業 者数
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略 号 分 野 名` 内 容

ク03 販 売 額 各種販売額

ク04 輸 出 各 種 の輸 出額

ク05 輸 入 各 種 の輸 入 額

ク99 そ の他(商) その 他 の商 業 に 関す る もの

ケ 教 育

略 号 分 野 名 内 容

ケ01 学 校 数 各 種学校数

ケ02 在学者数 各種在学者数

ケ03 教職員数 各種教 職員数

ケ04 生 徒 数 各 種生 徒,児 童 数

ケ05 卒業者数 各 種卒 業者数

ケ99 そ の他(教) そ の他 の 教 育 関 連

コ そ の 他

略 号 分 野 名 内 容

コ01 金 融

コ02 物 価

コ03 家 計

コ04 賃 金

コ05 労 働

コ06・ 所 得

コ07 財 政

コ08 公 務 員

コ09 選 挙

コ10 司 法 警 察

コ11 災害事故

コ12 宗教文化

コ13 社会保障

コ14 衛 生

コ99 そ の 他
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サ 年鑑等

略 号 分 野 名 内 容

サ01 年 鑑 既存設定 分野以外の年鑑類

サ02 要 覧 ・ ・ 要 覧 類

サ03 白 書 "白 書類

サ04 年 報 '・ 年 報 類

サ05 月 報 ・"月 報 類

サ06 速 報 ・ ・ 速 報 類

(1)4箇 所 全 て に存 在 す る 同一 の デー タを統計 名 か ら検 索 す る。

デ ー タの 検 索Keyは 次 の とお り。

●

●

■

●

●

事業所統計

工業統計

商業統計

国民所得

国勢調査

(2)各 地 域 の いず れ か に あ るデー タを検 索 す る。

④ 地 域 に特 化 した デー タを統 計 書 名か ら検 索す る。

各 地域 の ユ ニー ク なデ ー タを対 象 とす る。

Key)t'四 国 海運 の 現 状""し まね の職 安行 政53"な ど

◎ 同一 文 字 列 を含 むデ ー タを統計 書 名 か ら検 索す る。

Key)県 民 所得,産 地 調査,島 根県 な ど

◎ キー ワー ドか ら検 索 す る。

Key)イ02(気 象),コ03(家 計),カ02(住 宅)な ど

e発 行所 か ら検 索す る。

Key)和 歌 山県 企 画 部,日 本都 市 セ ンター な ど

㊧ 発 行年 か ら検 索す る。

Key)1978,1981(西 歴 年)な ど

6対 象年 か ら検 索す る。

Key)1980,1982(西 歴年)な ど

㊦ 保 管場 所 か ら検 索 す る。

Key)四 国 通商 産 業局 調 査課
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実 験 シス テ ムを行 った結 果,次 の よ うな評 価(改 善 ・要 望 点含 む)を 得 た。

O文 字列 に よる検 索 だけ でな く,数 字,コ ー ドに よる検 索 も考 慮 され てteり 評 価 で きる。

○ ベス トとは 言え ない ま で も使 って み たい シス テ ムでは ある。

○ 複 数項 目をKeyと した組 合せ チ ェ ック も可能 な もの とす る方 が よい。

O検 索 デー タの該 当 件数,タ イ トルー 覧 を画 面 出力 してほ しい。

Oキ ー ワー ドも含 め マ ニ ュアル整 備 が 必要 だ。

○ 今 後 の発 展 の可 能 性 を考 え る と検 索 ス ピー ドの 一 層 の改善,デ ー タ量 の拡 大 を図 る必要

が あ ろ う。

ま た,実 験 シス テ ムの ニー ズ に つい て もデー タの整 備 に要 す る時 間 お よび 労 力 を考 慮 す る

と,ど の 業務 に どれ だげ の ニー ズ が あ るか を 明確 に して おい た方 が よい とい う意 見 が寄 せ ら

れ た。

デ モ を実 際 に見 て も らった だけ に,パ ソ コンの 画面 出力 に関 して も細か な注文 が 出され た

が,ユ ー ザ の幅 広 い リク エス トに応 え るた め に も大型 コン ピュー タに よ るデ ー タベ ー スの構

築を 図 りつ つ,地 域情 報 セ ン ターの 設立 を志 向す べ き であ ろ う とい う意識 が汲 み取 れ た。

5.5.2ヒ ヤ リング によ る評 価

中国,四 国 の両 地 域 に おい ては,広 島通 商 産 業局,四 国 通商 産 業局 に それ ぞ れ シ ャー プMZ

-80B ,日 立 ベ ー シ ック マス ター16000シ リー ズ の パ ソコ ンが 既 に設 置 され て お り,本 来 な

らば これ らの パ ソコ ン と(財)関 西 情 報 セ ン ターのFM-8と を公 衆電 話 回 線 で 直結 して,大 阪

通 商産 業局 の 場 合 と同様 な方 法 で,利 用者 に よる シス テ ム評価 を実施 したか った。 しか し,異

機種 パ ソ コンの接 続 に 要す る手 間 と時 間等 を考 慮 した 結果,実 験 シス テ ムを利 用 す る のは,近

畿 地域 内 の大 阪通 商 産 業局 と(財)関 西 情報 セ ン ター の 間で 行 い,他 地 域 に おい て は,情 報処

理 関連 部 門の 人 々を対象と して,口 頭 で簡 易型 デー タベー ス シス テ ム等 を説 明す る こ とに よって

シス テ ム評価 を 行 うこ とに した。

ヒヤ リング調 査 を行 うに あた り,ま ず,

① 本 調 査研 究 の趣 旨,目 的 お よび経 過 の概 要

② 地 域 情 報 セ ン ター 構 想 とそ の課 題

③ 実験 シス テ ムの 内容

を事 前 に説 明 した。

また,ヒ ヤ リング項 目と して は,ヒ ヤ リン グ調 査 票(表3-7)の とお り,

① 地 域情 報 セ ン ター構 想 に対 す る ニー ズ,現 状,あ り方 お よび課 題

② 実 験 シス テ ムの ニー ズ,評 価,要 望,改 善 等

③ 台 帳 の有効 活 用

の3テ ー マ を設定 し,実 験 シス テ ムだ け で な く地域 情 報 セ ン ター 構 想,台 帳 の有 効 利 用 につ い

て も調 査す る こ とと した。
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表3-7ヒ ヤ リン グ調 査 票

西 日本地域情報拠点形成 に関す る

ヒ ヤ リ ン グ 調 査 票

調

査

対

象

調 査 箇 所

調 査 者

面 談 者 、

地
域

情報

セ
ン

タ
ー

ニ ー ス"

現 状

あり方及び
課 題

実

験

シ

ス

テ

ム

ニ ー ズ

評 価

要望 ・改善等

台帳の有効活用

備 考
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ヒヤ リン グ調 査 を行 った結 果 をま とめ てみ る と,次 の よ うな もの で あ った。

(1)地 域 情 報 セ ンター 構 想に つ いて'

〈 ニ ーズ 〉

○ 地 域情 報 セ ン ターの 機 能 と して は,ク リア リン グ機 能は 必 須 で ある。 デ ー タ ニー ズ 面

か らい えば,将 来 的 には 行政 情報,各 種 技術 情 報 が 志 向 され よ う。

oテ ク ノ ポ リス構 想の 実 用化 に伴 い,県 レベ ル での 情 報 セ ン ター設立 の動 き もあ り,地

域 情 報 並 び に セ ン ター そ の もの に対す る ニー ズは 今 後,増 々高 ま るだ ろ う。

〈現 状>

O中 国,四 国両 地 域 と も情報 面 で核 とな るべ き もの が 不 在 して い る。

o中 小 企 業 に おい て は,基 礎 的経 済 デ ー タ を入手 で きて も独 自の分 析経 済 予測 が 十分 に

行わ れ て い な い。

〈 あ り方 お よび課 題 〉

○ 将 来,ネ ッ トワー ク が実 現 され る場 合 には,イ ン フ ォメー シ ョンセ ン ター が 必要 とな

ろ う。

O単 に デー タを掻 き集 め る とい うイ メー ジでは な く,技 術,市 場,経 営 等 の分 野別 に情

報 の 区分 け と意 味づ け が 必要 となろ う。

O情 報 公 開 の 問題 も含 め,社 会的 基盤 の 整備 が 必 要 とされ るだ ろ う。 また,官 民相 互 の

協 力 に おい て も一 層 の 充実 が 要求 され よ う。

(2)実 験 シス テ ムに つ いて

く ニ ーズ 〉

○ ど こに どん な情 報 が あるか,と い った よ うな所 在 情 報が ニー ズ と しては一 番 強 い。

〈評 価 〉

○ 当 簡易 型 デ ー タベー ス シ ステ ムは,概 ね 利用 に耐 え うる もの と評 価 で きる。 だが,フ

ロ ッピー の 容 量,検 索 の 速度 を考 え る な らば,地 域 情 報 セ ン ターの シス テ ム と しては 不

十 分 で あ り,む しろ,各 地域 内 の シス テ ム と して 考 え た方 が よい と思 われ る。

Oキ ー ワー ドの 設 定方 法 と して は改 良,検 討 の余 地 が ある とは い うものの 比較 的 コンパ

ク トに ま とま って い る。

〈要 望 ・改善 等 〉

○ キー ワー ドも含 め,入 力項 目の改善,標 準 化 を図 った 方が よ り利 用 価値 が 高 ま る。

oデ ー タ メン テ ナ ンス体 制 を確 立す る必要 が あ る。

oパ ソ コ ンに よる検 索 シス テ ムは制 約条 件 が 多 い。 した が って,大 型 コ ン ピュー タに よ

る デー タベー ス シス テ ムの構 築が 必要 で あ る。

○ 異 機 種 パ ソ コン間 の互 換 性 を図 る必 要が あ る。

(3)台 帳 にっ い て

。 台 帳 の項 目と して統 計 表名,デ ー タ項 目名 が な けれ ば実 用性 に乏 しい。

○ 機械 化 ベー スに の って は じめ て,台 帳 に価 値が 生 ま れ る ことに な る と思 われ るの で,
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将来 的 に は曝 す るデ ー タの範 囲 を拡大 し,デ ー タベー ス化 を促す こ とが 望 ま しい。

○ 台 帳 は,当 面 内部 資料 と して有 効 に活 用 すべ きで あ る
。

以上 が,ヒ ヤ リング調 査 の 内容 で あ る。

こ こで再 度 実験 シス テ ムの評 価 を2つ の 側面 か ら検 討 す る。 まず,積 極 的 に評 価 で き る点 と

して は,t次 の4点 に集 約 され る。

① 現在,広 島通 商産 業 局行 政 資 料室 で は台 帳 と図書 カー ドに よる管理 を行 ってい るが,本 シ

ス テ ム稼 動 に よって シス テ ムに よる管理,運 用が 可 能 とな り,業 務の 効 率化,高 度 化 が期 待

され る。

② シス テ ム的 に は,従 来,他 の シス テ ムに 見 られ る指定 文字(書 名等)に よる検 索だ け で な

く,-「 内容 」を推 察 で き る よ うな キー ワー ド検 索 も可能 とされ て お り,す べ て の項 目を キー

と して 検 索が 可能 とな った こ とで ク リア リング機 能 が高 ま った と言 え る。

③ オ ン ライ ン(回 線利 用),オ フ ラ イン(FD利 用)の いず れ の 方式 に よる交換 で あ って も

情 報 の流 通 を促 す こ とにな り,将 来 の ネ ッ トワー ク並 び に地 域 情報 セン ター の ク リア リン グ

機 能 を考 え る上 で 有用 な第一 歩 とな る もの で あ る。

④ 現在 の 統計 書,報 告 書 整備 か ら将 来 の 「地 域 経済 情 報 」とい った ク リア リング情報 体 系へ

と発 展 して い くと,幅 広 い ニー ズ に も対応 で き,情 報 の価 値 を一 段 と高 め,情 報 流通 の 活性

化 に もつ なが る ことに な ろ う。

次 に,改 善 ・要望 等 の マイ ナス評 価 と して は,以 下 のよ うな指摘 が み られ た。

① キー ワー ドにつ い て,項 目の種 類 が 不足 してい る。 キー ワー ドの付 け 方が 各 地域 で バ ラバ

ラに な る可 能 性が ある。

② 検 索項 目に つい て,1つ だけ をキ ー とす るの では,検 索 時間 が かか りす ぎるな ど,ユ ー ザ

の 立場 か らすれ ば 十 分 で ない点 も存在 す る。 そ れ 故,AND,OR条 件 が機 能 す る な ど組 合せ

検 索 を可 能 とす る もの に した方 が よい 。

③ ク リア リング情 報 に対 す る ニー ズは 統 計書 そ の もの よ り も個 別 の統計 表 に 対 して の方 が よ

り強い。 そ の意 味 で,統 計書 の 概要 が わ か る 「要 約版 」的 な もの を表示 す る項 目を 設定 す る

こ とも考 え てみ て は ど うか。

④ 情 報 流 通面 か らみ る と,オ フ ライ ンは フ ロ ッピー デ ィス クに よる交換 を行 わね ば な らな い

な ど二 重手 間 とな る部 分が ある の で,オ ン ライ ンで デ ー タ交換 を行 い,デ ー タの一 元 化 に 努

め る こ とが 望 ま しい。 た だ,さ しあた って は,デ ー タ メン テナ ンス等 の 問題 もあ り,ど こで

どの よ うに管 理,運 営 す るの かは 検討 を要 す る。

5.5.5評 価 の ま とめ

パ ソ コン を利 用 して の デー タ交 換 の実 験 は
,2種 類 の方 法 を考 え たが,い ず れ にお い て も概

ね うま くい った よ うで あ る。 ソフ トウ ェアの移 植,転 送 速度 な ど,課 題 は若 干 残 され てい る も

の の,簡 易 型 デー タベー スに よるデ ー タ交換 ネ ッ トワー クの実 現 に 向け ての 第1ス テ ップ と も
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言 え るだ ろ う。

しか しな が ら,パ ソコ ンあ るいは簡 易 型 デ ー タ ベ ー ス で は,能 力的 な限 界 が きわ め て低 レ

ベ ル に あ る ことは 当然 であ り,ヒ ヤ リング調 査 に お いて はそ の 点へ の 指摘 が強 い よ うで あ る。

た とえ ば,デ ィス プ レ イ画面上 の 情 報量,検 索 方法,検 索速 度 な どにつ い て,多 くの 人が 不

満 を感 じて い る。 技術 的 に解 決 不可 能 な 問題 ば か りで あ る とは いえ ないが,8ビ ッ トパ ソコ ン

を用い る以上 は ネ ック にな らざる を得 な い だ ろ う。

この よ うに,満 足す べ き システ ム とは い え ない ま で も情報 流 通へ の何 らか の足 掛 か りとな る

べ き もの で あるだ け に,シ ス テ ムの 必 要性 そ の もの につ い ては 肯定 され た といえ よ う。 さ らに

い え ば期 待 され て い る面 も多い といえ よ う。 これ は 総論 で あ る地 域情 報 セ ン ター 構 想 に 関 して

そ の 必要 性 が充 分 認 め られ てい るた め と考 え られ て い る。 ま た,そ の 基本 的機 能 の1つ で あ る

ク リア リン グ機 能 に つ いて も相 当 の ニー ズ が あ る ようで あ る。

具 体 的 に簡 易型 デ ー タベー スの 能 力 を考 え る と,期 待 され てい る機 能 を辛 うじて備 え て い る

程 度 とい わ なけ れ ば な らない。 よ り多 くの機 能 を実 現 させ るためには,ど うしても大型 コンピュータ

の役割 分担 を考 え ね ば な らない。 た とえ ば ヒヤ リン グ調 査 で も指 摘が あ った よ うに,地 域情 報

セ ン ターの 下位 に位置 づけ られ るサ ブ セ ン ター(具 体的 な情報 発 生機 関)の 管理 用 にパ ソ コン

(簡 易型 デー タベー ス)を 利用 し,地 域 情 報 セ ン ター では それ らを集 約 した 大型 の デー タベー

ス を構 築す る こ とも可能 だろ う。 あ るい は,端 末 として パ ソ コンを利 用す る こ と も可 能 で あ る。

将 来 的 には,必 ず この よ うな役 割 分担 を具 体 的 に検 討す べ き時期 が くる もの と思 われ る。

いずれ に おい て も,最 重 要 な課 題 と して は運 用の 問題 が あげ られ てい る。 ヒヤ リング調査 で

も,適 切 な運 用,正 確 な デー タ管理,更 新 が 指 摘 され てい る。 実 際 この種 の デ ー タベ ース は常

に デ ー タの更新 が行 わ れ てい な けれ ば,そ の 価値 は激 減 す る。構 築 時 にお い て もマ ンパ ワー の

投入 が 必要 で あ るが,継 続 的 な マ ンパ ワーの 投 入 が可能 か ど うか が,シ ステ ム の有用 度 を決 め

るだ ろ う。 運 用形 態,運 用 組織,デ ー タ更 新 の頻 度 等,充 分 な検 討 が な され る必要 が あ ろ う。

そ の 前提 として必 要 な ことは サ ブセ ン ター に おけ る情報 管 理 の充 実 で ある。 地 域情 報 セ ン タ

ー にお い て,最 終 的 に 地域 の情 報 の と りま とめ を行 うわ けで あるが,デ ー タ発 生 場 所 で的 確 な

情報 管 理 をす る ことが,地 域情 報 セ ン ター の 負 担 を少 な くさせ る だけ で な く,効 率 的か つ 正 確

な運 用 に 役立 つ ことは 自明 のことであろ う。 まず,サ ブ セ ン ター に おけ る情 報 整備 の あ り方 を検

討,充 実 させ る ことが 必要 で ある。 台 帳 の共 有 化,共 通 フ ォー マ ッ トに よる台帳 の 整 備は,地

味 では あるが 最 初 に手 が け る必要 の ある 過程 とい え る。 ヒヤ リング調 査 では,い くぶ ん台 帳 の

有 効性 につ いて の評 価 が低 いが,地 域 の 情報 化 の ま さ にベー ス と して 実 現化 を 目指 す べ き課 題

だ と思 わ れ る。
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4、 ク リア リ ン グ情 報 ネ ッ トワ ー ク体 制 の 構 築

4.1デ ー タ 整 備

ク リア リン グ情 報 の基 礎 は,各 デー タ保 持 機 関 に お け る整 備 で あ る
。 た と え システ ムと して

使い やす く,立 派 なデー タベー スが で きた と して も,入 力す べ きデー タが な けれ ば,そ れ は 全 く意

味 を もた ない もので しか ない。

通 常,こ れ らの機 関 では,台 帳 な リカー ドとい う形 式 で全 ての 情報 を整 理 してい る場 合が 多 い。

しか し,そ れぞ れ の機 関 に おけ る整 理 につ い ては,む ず か しい問 題が 多 い。

た とえ ば,

O

o

O

○

O

管 理 を担 当す る部 署が な い。 あ るいは,マ ン ・パ ワーが ない。

入手 経 路 が様 々なた め に,全 て を捕捉 で きない。

資料 室 が ない た め,一 元 的 に管 理 で き ない。

分類 が むず か しく,適 切 な処 置 が しに くい。

台帳 は あ るが,所 在 ま では 確 認 で きない。

な どで あ る。 図4-1は,あ る組 織 の 資料 の 流れ を示 した もの だが,そ の 複 雑 さ の一 端 を示 して い

る とい え よ う。

ま た,た とえ 個 々の 組織 に おけ る 整理 が で きた と して も,複 数 の組 織 が,共 同 で情 報 サー ビス を

す る となる と新 た な問 題点 が 派 生 す る。

特 に,

○ 台帳 の フ ォー マ ッ トの 統一

〇 分類 方 法 の統一

につ い ては,最 も基 本的 な要 件 と して 満 た して おか ねば な らない約 束事 と思 わ れ る。

そ こで,本 年 度 の調 査 に おい て は,3通 商産 業 居 な らびに助 関西 情報 セ ン ターvak・け る台帳 の整

備 とい うこ とに相 当量 の マ ンパ ワー を 費 した。 台 帳 の フ ォー マ ッ トは,簡 易 型 デー タ ベー スへ の入

力 とい うこ とを前 提 に考 え て設 計 した。 例 を表4-1に 示す。 また,分 類 は57年 度 ,作 成 した キー

ワー ドを利用 す る こ とに し,一 部 手 直 しを した。

整備 の対 象 と して,3通 商 産 業 局,(財)関 西 情 報 セ ン ター では 統計 書 類 を 選ん だ。58年 度 調査 に

おいて 台帳 に記入 され た量 は,

大阪通商産業 局

広島通商産業局

四国 通商産業局

関西情報センター

2,500冊

2,000冊

960冊

596冊

で ある。 これ らは コ ピー に よ り相 互 に 保持 し,利 用 す る こ とも可 能 で あ ろ う。 ま た,フ ロ ッピー デ

ィスクへ 格納 し,簡 易 型 デー タベ ー ス で検 索す る こ とも可能 に なろ う。

た だ し,こ の よ うな台帳 整 備 が 単年 度 の 業 務 と して終 わ っては何 に も な らな い ことは 明 白 であ る。

毎 年 の ア ップデ ー ト,メ ン テ ナ ン スの努 力が あ って こそ,は じめて 価値 が 生 まれ て くる もの で あ る。
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①匝三一}{三 ⊃

② プロジ・○ 酬

③ 各種外部委員会資料
担 当
部

④ 各種団体の機関紙誌

⑤ 解 団篇 官當

⑥ 定 期 購 読 雑 誌

期 限 付 保 存

期 限 付 保 存

登 録

資 料 室

ダンボール

死蔵)

廃 棄

録 資 料

臓

廃 棄

廃 棄

期 限 付 保 存

⑦ 地 図 ・パ ンフレット類 個 人 資 料 化

廃

一

/
臓

廃 棄

図4-1資 料の分類と収集整備の形態
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表4-1台 帳 記 入例

1・ 一 ドlo161017151・12101

巨 一 ・一 ド ウ 0 1 lllllllllllllllll

匿 計書名 し い た け 栽 培 調 査 結 果 報 告 書 5 3 年 2 月1・1日1

調 査

雇 計 名1し 同 た1け1剥培閾 査1川1山 川 川/

1

1

1発 行 年1・1917181 1対 象 年1・lg17181

1発 行 川 島1根園 企国 都囲 計1課「 川1川

1保 管 場所1広1島1通1商1産1業1局1行1政1資1料1室lll

1・ 一 ド1・161・17151gl・1・1

1キ ー ワー ド オ 0 1 , オlo12Ll・lg山 川1川lll□

1設 計 書 名 地 域 工 ネ ル ギ 一 開 発 利 用 調 査 報 告 書 lll

1設 計 名1地 倒 工国 ル1ギH開1発1矛 梱 倒 査llll[

1発 行 年1119181111対 象 年111gl8101

11発 行 所1島1根1県1企1画1部lll}11111

1保 管 場所1広1島1通1商1産1業1局1行1政1資1料1室llll

1・ 一 ド1・161・17161・1・1・1

巨 一 ワー ド
オ 0 1 , オ1・121・1・191glllllllllll

雇 計書名 地 場 産 業 総 合 実 態 調 査 結 果 報 告 書 llI

1設 計 名1地1場1産1業1総1合1実1態1調1査lllllllll

1発 行 年111918111 1対 象 年1・1918101'

巳 行 所同 根園 川 山 川1日 目1

信 管場所国 島圃 商圏 業同 行国 司料国 川1
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前 述 した よ うに,個 々の組 織 に おい て,そ れ ぞ れ 管 理上 の 問題 点 を 抱え てい るわけ で あ るが,情 報

の 重要 性 とい う観 点 か ら も今 後の 努 力が 必要 で あ り,何 らか の手 だ て,シ ス テムづ く りが な され る

こ とを 望む もの で あ る。

4.2ネ ッ ト ワ ー ク 体 制 と 地 域 間 連 携

ネ ッ トワー クの基 本 的機 能 とは,ど の機 関 か らで も他機 関 の情 報 に ア クセ スで き,効 率 的 な情報

利用 の 促進 をす る こ とで あ ろ う。 したが って ネ ッ トワー ク体 制 とは,こ の よ うな機 能 をサ ポ ー トし

得 る もの で なけ れ ば な らない。

一 方
,情 報 交 換 シ ステ ム(ネ ッ トワー ク シス テ ム)に つい て は,何 段 階 か のス テ ップが 考 え られ

る。

① 台 帳 交換 あ るいは,台 帳の 相互 検 索 に よる情報 利 用 。

② フ ロ ッ ピー デ ィス クの 交換 等の フ ァ イル交 換 シス テ ムに よる情 報 利用 で 各機 関 の パ ソコ ンな ど

に よ り検 索す る。

③ パ ソコ ンをオ ン ライ ンで結 び,他 の パ ソ コンに対 しオ ン ライ ン検 索が 可 能 とな る よ うにす る。

④ 大型 コンピュータをセンターとして設置 し,そ こにデ ー タベー ス を構 築す る とと もに,各 機 関 には,

オ ン ライ ン検 索端 末 を置 く。

④ を除 き,デ ー タの 整備,マ シンへ の入 力 等 は情 報 発生 機 関 が担 当 す る。 した が って,4.1で も

述 べ た よ うにデ ー タ整備 に あた って は充 分 な 統一 化,規 格 化 が な されて おか ね ば な らない。

別 の 観点 か ら見 る と,ネ ッ トワー クの 構 築 は,

① 初 期段 階

② 開発段 階

③ 運 用 段 階

に 分け る こ とが で き よ う。 初期 段階 とは,ま さに本 調 査 が 該 当す るが,基 本 的 な機 能 や方 法 の検 討

と初期 のデ ー タ作成 に分 け られ よ う。 特 に後 者 は,膨 大 な資料,文 献 を対 象 にす るわ け で あ り,マ

ンパ ワー は 相 当覚 悟 しなけ れば な らない だ ろ う。 費 用 の確 保 が第1の 問題 点 と して浮 か び上 が って

こよ う。 本 調 査 に おいて も,台 帳 の整 備 と と もに,デ ー タの 入 力 とい う作業 を若 干 テス ト的 な意 味

もあ り実施 した が,約62件 で あ り,テ ス トデー タの 域 を こえ ては い ない。 初期 デー タの入 力 につ

いて は 費用 の 裏 づけ と と もに入 力方 法 につ い て検 討 す る必要 が あ ろ う。

開発 段 階 に おけ る 開発 とは,シ ステ ムの ソ フ トウ ェアの 開発 の ことで ある。 本 調査 で提 案 してい

る簡 易型 デ ー タベ ー ス とは,前 述の 第2段 階 の ス テ ップで 示 した システ ムに相 当 しよ う。 これ は,

関西 情 報 セ ン ター で 開発 し,大 阪通 商 産業 局 に も移植 中で あるが,他 の通 商 産業 局 や機 関 には 移植

され てい ない。

さ らに,第3段 階 や第4段 階の シス テ ムにつ い て は,今 後 の 開発 に待 た ざる を得 ない状 況 で ある。

開発 に あた って は,開 発 担 当 の決 定,費 用 負担 の 割 りふ りな どの 問題 点 が生 じよ う。 ま た,オ ン ラ

インで 結ぶ こ とに な る とデー タセ キ ュ リテ ィの 問題 も発 生す るだ ろ うし,制 度 的 な 問題 も生 じる可
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能性 が ある。 た と えば,公 的 機 関 の デ ー タベ ー スに民 間の 端末 が ア クセ ス す るな ど で あ る。 今 後,

充 分 な検 討 を 要 しよ う。

運 用段 階 に おい て は,経 常 的 な運 用 体制 が 構 築され ね ば な らない。 そ の た め には,サ ー ビス水準

の 設定,サ ー ビスの 方法,ユ ー ザへ の 費用 負担 の考 え 方,組 織 間 の費 用負 担 の あ り方 な どが,検 討

され る必要 が あろ う。

いずれ の段 階 に おい て も,ネ ッ トワー クへ の参 加 組織 の 密接 な 関係,情 報 交 換が 必 要 で あ る。 そ

こで,本 調 査 委員 会(西 日本 地 域委 員 会)を 発展 させ た もの と しての 連絡 協 議 会 的 な性 格 を もつ組

織 をつ くる こ とが 必要 に なろ う。 そ の 下 に各 地域 内 の コ ミュニ ケー シ ョンを図 る委 員会 と,そ れぞ

れ のテ ー マ別 に検 討す る委 員 会 を 構築 す る こ とに なろ うと思わ れ る。 具体 的 な イ メー ジを図4-2

に示 す。

大 広 四
阪 島 国
地 地 地
区 区 区
委 委 委
員 員 員
会 会 会

1 1

連絡協議会

1 1
シ 運 セ

ス 用 キ

テ サ ユ

ム担 1担 リ対

開当 ビ当 テ策
発部 ス部 イ部

会 会 会

図4-2ネ ッ トワー ク体 制
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連 絡協 議 会は,本 ネ ッ トワー ク体 制 に 関す る総 合 的 な意志 決 定機 関 で ある とと もに,各 地 区 の調

整 を し,ま た,他 地域(東 京 な ど)と の連 絡,調 整機 能 を持 つ もの で あ る。 地区 委員 会 は,そ れ ぞ

れ の地 区 に おいて 本 ネ ッ トワー ク に参 加す る組織 に よって,構 成 さ れ る もの と思 われ るが,地 域 内

の 意見 調整,意 志 決 定 な らびに サー ビス の実 施 をす る もの で あ る。 ま た,部 会は,個 々の 問題領 域

の 中で の課 題 を検 討 す る とこ ろ と位 置 づ け られ よ う。
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5.今 後 の発 展 に 向 け て

5.1調 査 研 究 成 果

本 調 査 は,地 域情 報 セ ンター の設 立 の必 要 性 をい い,そ の 機 能の1つ と して ク リア リン グ機 能 の

重要 性 を述 べ て きた。 これ は 本調 査 の 対 象地 域が,近 畿,中 国,四 国 とい う3地 域 で あ り,そ れぞ

れ の 地域 の情 報 化へ の 進展 度 合が 大 き く異 な るた め,共 通 的 な課 題 を探 った 結果 で あ る。 した が っ

て,各 地 域 に お いて は,そ れぞ れ もっ と重要 な課 題 が あ り,そ れ を解 決す るた め の シス テ ムな り,

情 報拠 点 機 能 が あ るか も知 れ ない。 本調 査 は,そ うい った 点 で一 般的 あるい は,基 礎 的 な課 題 に と

り組 ん だ とい うことが で き よ う。

しか し,別 の言 い 方 をすれ ば そ れぞ れ の地 域 が いず れ も,こ の よ うな情 報 流通 の た め の基 礎 的機

能 を欠 い て い る と もいえ るだ ろ う。 つま り,情 報 流通 に対す る ニーズ の強 さ と情 報 流 通機 能 の整 備

の遅 れ,む ず か しさ とい った もの の ギ ャ ップ を示 して い る とい うことで ある。 本 調査 も情 報 流通 機

能の 整 備 とい う視 点か ら評価 しな けれ ば な らない だ ろ う。 まず,本 調査 の 特 徴は,パ ソコ ンを利 用

した 簡 易型 デー タベー ス を提 唱 し,そ の具 体 的 シス テ ムを 明示 した こ とに あ る。 従来 のデ ー タベー

スは大型 コンピュータを中心に,入 力段階か ら集中的な管 理 を 行 うものが 多い わけ で あるが
,簡 易型 デー

タベ ー ス では フ ロ ッ ピー デ ィス ク とい う媒 体 を用 い る こ とに よ り,情 報 発生 地 点 に おけ る情報 管 理

を可 能 に して い る。 い わば,面 的 な広が りを持 った デ ー タベ ー ス システ ム とい うことが で き よ う。

したが って,上 記 の よ うな情 報 流通機 能 の整 備 の 遅 れ に対 して,基 盤 整備 の1つ と して 位置 づ け ら

れ る と考 え て い る。 、

た だ し,昨 今 の パ ソ コン等 の技 術 の推 移は,め ま ぐる し く,本 調査 で提 案 してい る シス テ ムは す

で に能 力 的 には 低 い もの に な っ てい る といわ ね ば な らない。 た とえば,検 索 速度 や 入 出 力の 課題 な

どは,16ビ ッ トの パ ソコ ンに変 更す るだけ で,か な りの 部 分が,改 善 され よ う。 シス テ ムの機 能

ア ップにつ い て は,ソ フ ト,ハ ー ド共 に 常に 検 討 してい く必 要 が ある。

第2の 特 徴 と しては,大 阪通 商産 業 局 と(財)関 西 情 報 セ ンター の間 で の デー タ交 換 の 実 験 を行

った こ とが あげ られ よ う。 デー タ交 換そ の もの は,技 術 的 にみ て むずか しい もの では ない。 しか し,

公 共 的 なデ ー タのや りと りを この よ うな形 で 行 うこ と もで き る とい うこ とを,示 し得 た と考 え てい

る。 パ ソコ ンの通 信 機 能が,今 後 さ らに強 力 に な り,フ ロ ッ ピー デ ィス クの 入 力媒 体 と して の ウエ

イ トもます ます 高 ま るで あ ろ うこ とは想 像 にか た くな い わけ で あ り,本 調査 の 実験 は 将 来 は ご く普

通 の デー タ交換 方 法 に な る もの と思 われ る。,'

そ の 他,具 体 的 な 成果 として 同一 フォー マ ン ト,同 一 キー ワー ド群 に よる台 帳づ く りを行 った こ

とが あげ られ る。 台 帳 の重 要性 は す でに 何度 も指 摘 してい る が,異 なる組 織 で 同一 フ ォー マ ッ トの

台 帳 をつ くる こ とは むず か しい ことで ある。 本 調 査 で行 った 台帳 づ くり もあ くま で も実験 とい うこ

とで あ り各組 織 に お い て,オ ー ソラ イズ され,今 後継 続 的 に行 わ れ てい くもの では な い。 しか し,

本 調 査 に参 加 した4つ の組 織 を ケー ス と して,6,056冊 分 の 台帳 が,整 備 さ れ た こ とは,意 義 深 い

こと とい って よい だ ろ う。 これ を足が か りに して,永 続 的 な 台帳 の整備 へ と発展 さ せ ねば な らな い。
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本 調 査 の対 象 地域 であ る近 畿,中 国,四 国 の情 報 環境 の実 状調 査 を実 施 で きた こと も成 果 と して

あげ られ よ う。 調査 結果 は,す で に記述 した とお りで あ り,3地 域 の違 い を 明 白にす る こ とが で き

た。58年 度 で行 った地 域情 報 セ ンター構 想 に 関す る ヒヤ リン グ調 査 と合わせ て,具 体 的 な 状況 を把

握す るの に有 用 だ ろ う。

5.2地 域 情 報 拠 点 の 形 成 お よ び あ り 方

これ か らの 時代 は,い か に情 報 を活 用 し,ま た駆 使 す るか が 重要 な鍵 となる。 光 フ ァ イバー,衛

星 通 信 な ど今 後 ます ます 発達 す る情 報 通 信技 術 に よ り,地 方 に と って情報 機 能 を 向上 させ る チ ャン

スが 到来 しつ つ あ る と もい え よ う。

と ころが,現 在の 地方 にお け る情報 シス テ ムは,各 企 業 な どの 固有 の 人事 ・営 業管 理 面 に おいて

か な りの 向上 が み られ てい るが,経 済,社 会 関係 の 資 料類 に 関 して システ ム的 に 管理 の 行 われ てい

る事 例 はす くな く,ど の よ うな箇 所 に どの よ うな 資料 が所 在 す るの かす ら明 らか で な い場 合 が多 い。

こ う した 問題 点 を な くす た め には,各 地 域 の情 報 を シス テ ム的 に管理 す る核 を持つ こ とが 必要 で

ある との 認識 の も とに,本 調 査 では 地域 情 報 セ ン ター 構 想 を提 案 した。

さ らに は,こ の 地域 の 核 を連携 し,各 地 域 間 で の ネ ッ トワー クを形 成す る必 要 も指摘 した。 なぜ

な ら,そ れ が,そ れぞ れ の地 域 情報 センターを つ な ぎ,地 域 情報 の広 域的 な流通 を 促進 す るか らで あ る。

た だ し,各 地域 の 核(地 域情 報 セ ン ター お よびそ の サ ブセ ン ター機 能)が 整 備 され,さ らにそ れ

らを結ぶ 域 内 ネ ッ トワー クが 充分 整備 されれ ば,お のず か ら地 域 間 ネ ッ トワー ク につ い て は充 実 し

て くる もの と思 われ る。 した が って,ま ず 各 地域 に しっか りした 情報 拠 点,具 体的 には 地域 情 報 セ

ン ター とサ プ セ ン ター の形 成,充 実が 急 務 と考 え られ る。

な お,ネ ッ トワー クにつ い ては 域 内,地 域 間 のい ず れ に おい て もオ ン ラインが理 想 で ある。 しか

し,い きな リオ ン ライ ン化 す る こ とは物 理 的 に 不可 能 で あ り,オ フ ライ ンか らオ ン ライ ンへ の段階

的 な進 展 を考 えな けれ ば な らない だろ う。

そ の地 域 情報 拠 点形 成へ の ステ ップを示 せ ば 次 の とお りで あ る。 ま ず,地 域 情 報 セ ン ター と して,

そ れ ぞれ の 地 域 で も っと も適 当な機 関 を選 び,セ ン ター と して の機 能 を果 たせ る よ う育成 す る必要

が ある。 地 域 情報 セ ンター の サー ビス,た とえば ク リア リング情 報 の提 供 で あれば,電 話 に よる問

い 合わせ を 中心 と して,簡 易型 デ ー タベー スが あれ ば一 部 フ ロ ッ ピー デ ィス クに よる情 報 流通 も考

え られ る。

次 に対 象機 関を地 域 内 の各 種調 査 機 関,諸 団 体等 に もひ ろげ る。 ま た,情 報 サー ビスの 方 法 と し

て 各地 域 内 の オ ン ライ ンネ ッ トワー クの実 現 を考 え る。 もち ろん フ ロ ッピー デ ィス クに よる流通 も

考 え られ る。

さ らに,地 域相 互 で情 報 の交 換 体制 の 確 立 を 目指 す。 そ の た めに は,セ ンター と して 育成 され て

きたそ れ ぞれ の 地域 の機 関 が 確 固 と した地 域 情 報 セ ン ター と して機 能 しなけれ ば な らない。 オ ン ラ

イ ンネ ッ トワー クにつ い ては,そ れ ぞ れ の地 域 で の ネ ッ トワー ク化 を進 め る もの とす る。

最終 的 に は,対 象機 関 を 各地域 に おい て さ らに充 実 させ,近 畿,中 国,四 国 の3地 域 の地 域情 報

`
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セ ン ター間 に オ ン ライン ネ ッ トワー クを 形成 し,相 互 に 情報 を交換 で きる よ うにす る。

地域 情報 セ ンター構 想 の 構 築手 順 を概観 す る と以上 の よ うにな ろ う。 しか しなが ら,地 域情 報 セ

ン ター の機 能は 頭 書 に おい て 述べ た よ うに ク リア リン グ情報 の 提供 だ け では な い。

本 調 査 では,最 も必要 性 の 高い 機 能 と して ク リア リング情 報 の提 供 を考 え,シ ステ ム開 発 も含 め

て調 査 して きたわ け で あ るが,そ の 他 に も情 報加 工機 能,情 報 発生 機 能等 重 要 な機 能 が残 され て い

る。 これ らの機 能 につ い て も,地 域 情 報 セ ン ター 発展 の 段階 の 中 で具備 して い くよ うに しなけ れ ば

な らない。

実 際,情 報発 生 のた め の何 らか の 手段,機 能 が ない と,積 極的 な地域 の 活 性化 を図 る こ とは きわ

めて むず か しい もの と言 わ ねば な らな い。 したが って,地 域 情報 セ ン ター の 機能 強 化 は,ま さ に 地

域 活 性化 の ため の基 盤 整備 と して 位 置 づ け られ る。

前 述 した よ うな発 展 段 階 を順 調 に 推移 す る もの と して も,地 域 情 報 セ ン ター の構 築 には相 当 の 時

間,費 用,マ ンパ ワー が 必要 で あ る。 各 地 域 におけ る一 層 の 努 力が要 請 さ れ る ところ であ る。

5.3今 後 の課 題

地域情報センターの機能を充分に発揮 し,更 に高めてい くためには,次 の点が課題 となるであろ

う。

① ユーザのニーズに合った情報を適時把握 し,整 備しておくこと。

② 情報提供(収 集)方 法を多様化 し,不 特定多数のユーザに対応できるようにしておくこと。

③ 情報の流通について,法 制面や民政面とともに,費 用分担や周知 ・普及などの利用面での幅広

いコンセンサスを得ておくこと。

(1)ユ ーザのニーズにつhて

不安定要因をはらむ低成長時代を迎え,企 業環境が益々厳しくなってい く中で,的 確に将来を

予測し,設 備投資や事業拡大,進 出などについて投資効率の高い企業戦略計画をたてることが重

要である。

そのためには,行 政 ・地域情勢や経済情勢について,精 度の高い良質な情報をタイムリーに入

手することが大前提である。たとえば,気 象,地 勢,人 口,労 働力などの基礎情報,産 業構成,

鉱工業生産額,開 発計画などの地域経済情報,企 業経営状態などの企業関連情報,所 得,消 費動

向,物 価などの市場関連情報など多種多様の情報を必要とする。情報の所在か ら言えば,官 公庁

や地方公共団体が所有する各種統計情報,各 界諸団体,調 査機関や研究所などが所有する各種調

査研究の報告書情報といったものが利用価値の高い情報と考えられる。

(2)情 報提供(収 集)方 法の多様化について

情報提供(収 集)の タイミングおよび媒体はユーザによって異なり,地 域情報センターとして

は柔軟に対応できるようにしておかなければならない。

情報提供(収 集)の タイミングは定期と随時がある。定期的な情報提供(収 集)は 内容が定型

的であり,事 前登録制の採用などで対応が可能である。しか し,随 時的な情報提供(収 集)は 内
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容が 非定 型的 で 必要 情 報 の 検 索相 談 を伴 うものが 多い と思 わ れ る ので,受 付 相 談 窓 口を設 置 し,

常時 オー プン して お く必 要 が あ ろ う。 そ の た めに もク リア リング機 能 を充実 じ,常 に 精度 の レベ

ル ア ップをは か って いか なけれ ば な らない。

情 報提 供(収 集)の 媒 体 は ユー ザの情 報 システ ム化 の進 展 度 に よ り,郵 便,マ イ ク ロフ ィル ム,

フ ァックス,フ ロ ッピー デ ィス ク,磁 気 テー プ,オ ン ラインな ど多種 多様 で あ り,ま た,規 格 も

必ず し も統一 され て い る もの で ない。 した が って,こ れ に対 応す るた め に 設備 機器 の 増大,運 用

シス テ ムの複 雑 化 な ど コス トの高 騰 を 招 くの で,こ の 要 因 を抑 え る方 策 を 検討 す る必 要が ある。

理 想の 情報 提 供(収 集)方 法は,オ ン ライン,リ アル タイ ム処 理 に よる会話 型検 索で あ るが,

至近 年度 での 実 現が 困難 で ある の で,需 要 の拡 大,情 報 の整 備 体 系化,ソ フ トウェアの 開発,オ

ン ライン情報 ネ ッ トワー クの 形成 な どの進 展 を,に らみ なが ら検 討 してい く必 要 が ある。

(3)情 報流 通 につhてL

情 報流 通 に際 し次 の点 が 問 題 とな る。

① 情報 公 開の 問題

情報 を利 用 す る立 場 か らは 自由に 情報 を入手 で きるに越 した こ とは ないが,現 実 に は 「情 報

は 非公 開 」の 姿 勢 が強 い。 確 か に,あ る程 度の 制 限 を必要 とす る情 報は ある。 プ ライバ シー の

保 護 を必要 とす る 個人 情 報,情 報提 供者 の 利益 確保 を必要 とす る商 品価 値 の あ る情 報,未 公表

の 地域 開 発計 画 の 情報 な ど,あ る特 定者 にだけ 利益 を もた らす 可 能性 の ある行 政情 報,ほ か機

密 扱 いの情 報 が そ れ で あ る。 ・'

しか し,こ れ ら以 外 の情 報 に つい て は情 報公 開基準 の よ うに一 定 の ルー ル を設 定 し,統 計 目

的外使 用 を制 限 した 統計 法 な どの制 限緩 和,官 公 庁 と民 間 との情 報 交換 の 促 進 な ど,基 本的 に

は,情 報 を公 開す る とい う姿 勢 が必 要 で あ る。

② 情 報 の質 の問 題

情 報 の価 値は ユー ザ の欲 す る タ イ ミング と内容 で 決 ま るが,現 時 点 で は公 開の 時期 や 形式 の

面 で問題 が あ る。 統 計 情 報 の公 表 時期 の 遅れ が 目立 つ と ともに,情 報 収集,整 備 周期 の 不整 合,

情報 内 容の 地域 的 ア ンバ ラ ンス,情 報 の 分類 体 系,レ ベ ルの 不統 一 な どが あ り,比 較分 析が 充

分行 え ない 状態 で あ る。

した が って,早 急 に上 記 の 問題 を解 決 しなけ れば 情 報 の利 用 ニー ズ を高 め る こ とは 困難 で あ

ろう。

③ 情報 の 費用 の 問題.'

必要 な情 報 を 入手 す るの に相 応 の 対価 を支払 うのは,受 益 者 負 担 の原 則 か ら言 って 当然 で あ

るの で,情 報 提 供 サ ー ビスの 利 用料 金 を合 理的 に 設定 し,提 示 す る必要 が ある。

情報 の 検 索 ・提 供 費用 な ど,需 要 に対 応 す る変 動 的 な費 用 は受 益 者 を特 定 で き るの で問題 は

ない が,デ ー タの メ ンテ ナ ン ス費 用,コ ン ピュー タ シス テ ムの運 用 費 用 な ど,固 定 的 な費 用の

分担 を ど うす るか は,受 益者 を特 定 で きない だけ にむ ずか しい 問題 で ある。

④ 情 報 提供 サー ビス の 問 題

(42)



ユー ザ に良 質 の情 報提 供 サ ー ビスを 提供 す る ため には
,情 報 の収 集,加 工,総 合案 内 に必要

な優 秀 な ス タ ッフを 確保 す る 必要 が あ る。

ま た,情 報提 供 側 の シ ステ ム運 用 の変 更 を 不特 定 多数 の ユー ザ に対 し,い か に迅 速 に周 知 し,

教 育,指 導す るか,そ の 方法 を検 討 して お く必 要 が あ る。

地 域情報 センターを 効果 的 に機 能 させ るた め,以 上 の よ うな課題 を解 決 し,早 急 に 地域 情 報 セ

ンター構想を実現する こ とに よって情 報 化 社会 へ の対 応 を 図 ってい か なけれ ば な らない だろ う
。
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